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　8
月
の
終
わ
り
に
、竜
王
山
に
出
か
け

る
と
、山
頂
近
く
で
た
く
さ
ん
の
チ
ョ
ウ

に
出
会
い
ま
し
た
。紙
飛
行
機
の
よ
う
に

ゆ
る
や
か
に
飛
び
回
る
姿
と
、羽
の
美
し

さ
に
し
ば
ら
く
み
と
れ
、何
枚
か
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

　名
前
の
由
来
は
、浅
黄
色
マ
ダ
ラ
チ
ョ

ウ
と
い
う
意
味
で
、羽
の
色
の
美
し
さ
か

ら
き
て
い
る
そ
う
で
す
。い
つ
ま
で
も
こ

の
チ
ョ
ウ
が
飛
び
回
れ
る
よ
う
に
、自
然

を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

松
村
敏
子（
西
本
町
）

応
募
方
法

　写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。風
景
写
真
は
も
ち
ろ
ん

人
物
写
真
で
も
結
構
で
す
。あ
な
た
の
好
き
な

庄
原
市
の
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
2
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

〒
7
2
7
―

8
5
0
1

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
1
号

庄
原
市
企
画
課
広
報
統
計
係

　

鈎
0
8
2
4
―

7
3
―

1
1
5
9

メ
ー
ル

　

k
ik

a
k
u
-to

u
k
e
i@

c
ity.sh

o
b
a
ra

.

h
iro

sh
im

a
.jp

し
ょ
う
ば
ら百

景

（平成22年８月22日撮影）

Vol.18

比
婆
山
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市
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6 学力調査結果から今後の取り組みへ

8 ペレット原料の持ち込みを受け付け中！

2 ３年連続で黒字決算 －平成21年度決算－

10 大切な年金のお話

11 さとやま博が開幕！

12 児童虐待防止推進月間・人権週間

14 みんなでまちづくりシリーズ

16 健康広場「マタニティマーク」

17 市政トピックス

19 カメラレポート

24 お知らせ

さ
あ
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
！

庄原で約50年ぶりの地方巡業となる「大相撲庄原さとやま場所」が10月

29日、庄原市総合体育館で開催され、詰め掛けた多くの相撲ファンや家

族連れなどが観戦。力士が子どもたちに稽古をつける「ちびっこ相撲」で

は、客席から「がんばれ！」「負けるな！」と大きな声援が飛び、勝負が決

まると会場中に笑いと拍手が響きました。

携帯からはこちら携帯からはこちら戸建てリフォーム革命　イベント広島 検索

住まいの再生をお考えの方、今すぐクリック！



広報 23 広報 2010 . 112010 . 11

平成21年度決算に基づく比率

（早期健全化基準）

（財政再生基準）

（参考）20年度決算数値

水道事業会計

国民健康保険病院事業会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

簡易水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

工業団地造成事業特別会計

0.0

0.0 

0.0

0.0 

0.0 

0.0

0.0 

0.0 

－

（12.51）

（20.00）

－

－ 

（17.51）

（40.00）

－

区　　　分
実質赤字

比率
連結実質赤字

比率

22.8

（25.0）

（35.0）

23.5

実質公債費
比率

193.2

（350.0）

223.5

将来負担
比率

●資金不足比率 （経営健全化基準20.0%会計毎に判断）

●健全化判断比率

特別会計の名称 平成21年度決算に
基づく比率

（％）

（％）

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字の場合「－」で公表します。

平成21年度決算の状況

●一般会計決算の状況

324億5,507万円

317億4,171万円

7億1,336万円

2億6,991万円

21年度①

313億4,928万円

301億3,846万円

12億1,082万円

2億5,817万円

11億579万円

16億325万円

▲4億9,746万円

1,174万円

20年度② 増減①－②

3.5％

5.3％

▲41.1％

4.5％

増減比

　一般会計の実質単年度収支は、２億6,991
万円と３年連続の黒字となりました。昨年度
も一昨年度同様、国の緊急経済対策に合わせ、
国からの交付金を活用しさまざまな緊急経済

対策・生活対策を行いました。安心・安全な生
活を守る事業への集中を行った結果、予定し
ていた市の預金（財政調整基金）の取り崩し額
を減らすことができました。

一般会計

庄原市の財政は健全化
基準内！

　財政の状況がどうなっているかを示す基準の一つに財政
健全化判断比率と呼ばれるものがあります。
　これは、自治体の財政状況の破たんを未然に防ぎ、財政状
況の悪化した団体に対して早期に健全な状態への復帰を促
すために、平成19年度決算から自治体に算定が義務付けら
れた指標で、国の定める基準を超えると、財政再建のための
計画を策定しなければなりません。
　平成21年度決算に基づき算定した結果、健全化判断比率、
資金不足比率ともに国の定めた基準（早期健全化基準、経営
健全化基準）を下回りました。
　このうち実質公債費比率は、22.8％と前年度に比べ0.7
ポイント改善、将来負担比率は193.2％と前年度に比べ
30.3ポイント下がりました。

01

02

庄原市の健全化判断比率、資金不足比率

※実質単年度収支：

3年連続の黒字決算 S t a t e m e n t  o f  a c c o u n t s【平成21年
度】

決算

●一般会計歳入決算額の前年度との比較

●一般会計歳出決算額の前年度との比較

※金額は万円未満を四捨五入しているので、内訳の合計は必ずしも一致しません。

※金額は万円未満を四捨五入しているので、内訳の合計は必ずしも一致しません。

歳入項目 構成比
対前年度

平成21年度
決算額　 Ａ

平成20年度
決算額　 Ｂ

差引
Ａ－Ｂ

市 税

地 方 譲 与 税

各 種 交 付 金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

諸 収 入

市 債

そ の 他

　 合 　 計 　

12.1%

1.5%

1.9%

0.3%

46.4%

11.4%

6.5%

0.2%

1.7%

2.7%

10.5%

4.9%

100%

39億1,807万円

4億8,156万円

6億1,481万円

8,401万円

150億5,023万円

37億644万円

21億556万円

7,303万円

5億4,502万円

8億8,444万円

33億9,587万円

15億9,604万円

324億5,507万円

41億1,789万円

5億567万円

7億4万円

4,630万円

146億7,409万円

24億1,519万円

22億465万円

1億2,610万円

9億6,168万円

5億462万円

41億9,045万円

9億262万円

313億4,928万円

▲1億9,982万円

▲2,411万円

▲8,523万円

3,772万円

3億7,614万円

12億9,125万円

▲9,909万円

▲5,307万円

▲4億1,666万円

3億7,983万円

▲7億9,458万円

6億9,342万円

11億579万円

▲4.9%

▲4.8%

▲12.2%

81.5%

2.6%

53.5%

▲4.5%

▲42.1%

▲43.3%

75.3%

▲19.0%

76.8%

3.5%

歳出項目 構成比
対前年度

平成21年度
決算額　 Ａ

平成20年度
決算額　 Ｂ

差引
Ａ－Ｂ

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

　 合 　 計 　

0.7%

16.9%

19.1%

7.9%

0.3%

7.8%

4.0%

9.2%

3.9%

7.6%

0.5%

21.8%

0.4%

100%

2億700万円

53億6,385万円

60億6,384万円

25億575万円

9,600万円

24億7,514万円

12億5,599万円

29億1,251万円

12億4,731万円

24億2,161万円

1億5,446万円

69億2,536万円

1億1,290万円

317億4,171万円

2億4,280万円

63億2,916万円

57億4,532万円

19億7,119万円

9,600万円

24億1,278万円

4億8,910万円

26億1,946万円

11億6,771万円

19億3,541万円

23万円

70億6,474万円

6,458万円

301億3,846万円

▲3,581万円

▲9億6,531万円

3億1,853万円

5億3,456万円

0万円

6,236万円

7億6,690万円

2億9,306万円

7,960万円

4億8,619万円

1億5,423万円

▲1億3,938万円

4,832万円

16億325万円

▲14.7%

▲15.3%

5.5%

27.1%

0.0%

2.6%

156.8%

11.2%

6.8%

25.1%

67056.5%

▲2.0%

74.8%

5.3%

お金の入と出を単純に差し引きしたもの（形式収支）の中には、翌年度へ繰越すべきお金や、積立金（貯蓄）で支出とされるもの、
基金の取り崩し（貯金をおろして歳入とした）が含まれています。それらを除いて見た１年間の収支が、実質単年度収支です。

歳 入 決 算 額

歳 出 決 算 額

形 式 収 支

実質単年度収支

【平成21年度】

決算

財
政
課
財
政
係

　鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
2
9

　市
は
毎
年
、予
算
の
執
行
状
況
や
決
算
、財
政
の
健
全
度
を
示
す
基
準
に

つ
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、平
成
21
年
度
の
決
算
や
財
政
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（
な
お
、21
年
度
に
行
っ
た
事
業
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

た
冊
子
を
年
内
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。）

3
年
連
続
で
黒
字
決
算
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3年連続の黒字決算
【平成21年

度】

決算

●特別会計決算

監査委員の審査意見（要旨）

●公営企業会計決算

●一般会計、特別会計の収支状況

●一般会計、各特別会計市債残高

●公営企業会計の収支状況

●税の収入状況（一般会計、国民健康保険特別会計）
●市債残高

水　　道

病　　院

7億822万円

13億733万円

収　　益

5億8,361万円

12億8,452万円

費　　用

▲37万円

0万円

特別利益（▲損失）

1億2,424万円

2,281万円

当期純利益

会　計　名

合　　　計

住宅資金特別会計

歯科診療所特別会計

国民健康保険特別会計

国民健康保険特別会計（直診勘定）

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

簡易水道事業特別会計

工業団地造成事業特別会計

宅地造成事業特別会計

2,286万円

3,291万円

45億12万円

1億2,659万円

6,234万円

5億6,952万円

50億8,930万円

4,385万円

12億7,778万円

5億1,047万円

1億7,093万円

6億8,005万円

7,531万円

163万円

131億6,366万円

2,172万円

3,251万円

44億9,738万円

1億1,556万円

6,169万円

5億6,585万円

50億3,791万円

4,385万円

12億7,499万円

5億909万円

1億7,054万円

6億4,756万円

7,531万円

163万円

130億5,560万円

114万円

40万円

274万円

1,103万円

64万円

367万円

5,139万円

0万円

279万円

138万円

39万円

3,249万円

0万円

0万円

1億806万円

114万円

40万円

274万円

1,103万円

64万円

367万円

5,139万円

0万円

279万円

127万円

39万円

3,249万円

0万円

0万円

1億795万円

11万円

11万円

歳入決算額
A

歳出決算額
B

形式収支
C＝A－B

実質収支
E＝C－D

翌年度繰越財源
D

　公営企業会計（水道と病院）は、「独立採算
制」を原則とする企業的要素が強い会計です。
水道事業は、平成20年度決算の純利益が
3,700万円でしたが、企業債（借金）の減少
による支払利息の減などにより平成21年
度は１億2,424万円と大幅な増となりまし
た。西城市民病院は、経営健全化の努力と公
立病院への地方交付税による財政支援の拡
充により、合併後初の黒字決算となりました。
　特別会計は、「保険料や使用料などの収入」
で行う事業について、そのお金の流れを分

かりやすくするために、一般会計とは別の
会計としています。老人保健特別会計は、後
期高齢者医療制度への移行に伴い減少、また、
公共下水道特別会計は、一部区域の事業完
了により予算規模が大幅に減少しています。
　一般会計からの繰入金は、公営企業会計
で５億3,722万円、特別会計で21億2,563
万円です。これは、収支の均衡を図るために、
保険料や使用料を充てても不足する経費を
一般会計から繰り入れるものです。

　前年度に続いて平成21年度も、行財政の健全化
に向けた取り組みを進める中で、各種事業の推進
が図られています。こうした中で、平成21年度の
決算状況は、公債費比率、実質公債費比率は前年度
より改善され、市債の現在高も４年連続で減少し

ています。しかし、歳入における依存財源の比重は
依然として高く、改善した財政指標も優良な水準
に達しているとは言えないものであり、財政健全
化に向けた取り組みの継続と強化を要望します。

　市は、予算の執行がどのような状況になってい
るのかを市民の皆さんに知っていただくために、
毎年財政状況を公表しています。
　今回は、平成22年度予算の9月30日現在の執行

状況をお知らせします。（金額は、万円未満を四捨
五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致
しません。）

公営企業会計
特別会計

区　　分
予算現額

7億3,263万円

3億95万円

12億6,189万円

1億4,590万円

収入済額

3億653万円

1,571万円

6億7,272万円

3,147万円

収入率

41.8%

5.2%

53.3%

21.6%

収　　　入

予算現額

6億6,764万円

5億3,257万円

12億6,189万円

1億7,229万円

支出済額

2億8,488万円

1億799万円

5億3,749万円

3,907万円

支出率

42.7%

20.3%

42.6%

22.7%

支　　　出

水道事業

一般会計

特別会計

企業会計

合　計

460億7,029万円

135億1,557万円

46億9,444万円

642億8,031万円

収益的

資本的

収益的

資本的
病院事業

※資本的収支の予算不足分は、損益勘定留保資金から補てんします。

区　　分 予算額

地方税

国民健康保険税

38億325万円

7億3,729万円

収入済額

23億5,715万円

2億3,158万円

収入率

62.0%

31.4%

一般・特別会計

　平成21年度決算は黒字決算となり、前年度より
大幅な当年度純利益の増加となっています。今後

も経費の節減に努力され、的確な水需要の把握と
計画的な施設の整備、更新を要望します。

水道事業（公営企業）会計

　西城市民病院の事業会計は、合併後初の黒字決
算となりましたが、前年度からの繰越欠損金は多
額なものとなっています。今後も経営改革プラン

による収益の確保と経費の節減に努力され、経営
改善の推進を要望します。

病院事業（公営企業）会計

S t a t e m e n t  o f  a c c o u n t s

一般会計

特別会計

企業会計

現 在 高

488億5,158万円

137億8,904万円

46億3,921万円

672億7,983万円

平成21年度

515億3,643万円

139億9,554万円

49億7,563万円

705億760万円

平成20年度

▲26億8,485万円

▲2億650万円

▲3億3,642万円

▲32億2,777万円

増　 　減

市債残高が約32億円の大幅減
　本庁舎建設事業などの大型事業の終了や、公債費
負担適正化計画に基づく計画的な事業の執行により、
市債の発行額は前年と比べ、約15億円減りました。
その結果、市債（借金）の現在高は前年度より32億
2,777万円の減額となり、４年連続で減少しています。
グラフは、21年度までは実績、22年度以降は見込み
を表しています。

03

平成22年度上半期 予算の執行状況

※各決算審査意見書および健全化判断比率等審査意見書は、市のホームページに掲載しています。

　  一般会計

　  特別会計

 国民健康保険

 後期高齢者医療

 老人保健

 介護保険

 公共下水道事業

 農業集落排水事業

 その他

395億1,117万円

129億714万円

44億701万円

6億8,304万円

110万円

51億8,482万円

11億9,309万円

5億4,332万円

8億5,326万円

167億8,778万円

40億6,000万円

14億2,050万円

1億7,586万円

65万円

20億5,771万円

1億5,029万円

3,776万円

2億1,724万円

42.5%

31.5%

32.2%

25.7%

58.8%

39.7%

12.6%

6.9%

24.2%

108億8,068万円

51億4,135万円

19億3,578万円

2億6,078万円

7万円

21億8,638万円

3億1,795万円

1億7,931万円

2億6,185万円

27.5%

39.8%

43.9%

38.2%

6.1%

42.2%

26.6%

33.0%

29.1%

予算現額 収入済額区　　分 収入率 支出済額 支出率

0

100
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200
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〔小学校５年生〕

〔小学校６年生〕

教  科

国語A

国語B

算数A

算数B

庄原市

85.6

79.4

75.7

50.3

広島県（公立）

85.3

81.1

77.3

51.9

全国（公立）

83.3

77.8

74.2

49.3

※Aは基礎的・基本的な内容、Bは思考力・表現力を問う内容
※数値は抽出調査校の平均正答率（％）

※数値は平均通過率（％）

庄原市学力向上検討委員会第１回全体研修会の研修風景

　広
島
県「
基
礎
・
基
本
」定
着
状
況
調
査
で

は
、小
学
5
年
生
お
よ
び
中
学
2
年
生
と
も

に
、全
て
の
教
科
で
県
平
均
通
過
率
を
上
回

る
数
値
で
し
た
。

　こ
れ
は
、昨
年
度
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
、各
学
校
で
授
業
改
善
が
計
画
的
に
行
わ

れ
た
こ
と
や
、学
力
向
上
検
討
委
員
会
の
協

議
を
通
し
て
、市
内
全
校
で
家
庭
の
協
力
を

得
な
が
ら「
家
庭
学
習
の
充
実
」を
図
っ
た

こ
と
が
、成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、全
国

平
均
正
答
率
に
お
お
む
ね
近
い
数
値
と
な

り
ま
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、活
用
す
る
力
を
必
要
と

す
る
Ｂ
問
題
の
平
均
正
答
率
が
、Ａ
問
題
に

比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、習

得
し
た
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
活
用
し

て
考
え
た
り
、表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
を
受
け
て
、9
月
16
日
に
庄
原
市
学

力
向
上
検
討
委
員
会
全
体
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。こ
の
会
で
は
、児
童
・
生
徒
の
学

力
の
定
着
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、各
学
校

の
取
り
組
み
を
交
流
・
協
議
し
て
授
業
改
善

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　本
年
度
は
、授
業
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る

「
板
書
」を
授
業
改
善
の
視
点
に
入
れ
、児
童
・

生
徒
一
人
一
人
の
学
力
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

確
か
な
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て

　各
種
の
学
力
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。わ
た
し
た
ち
は
、そ
の「
数
値（
平
均

正
答
率
な
ど
）」と
と
も
に
、「
わ
た
し
た
ち

の
学
校
の
児
童
・
生
徒
」や「
わ
が
子
」は
何

が
で
き
て
、何
が
で
き
な
か
っ
た
か
を
し

っ
か
り
と
分
析
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
内
の
各
学
校
で
は
、正
答
率
の
低
か
っ

た
問
題
を
全
教
職
員
で
解
い
て
み
て
、子

ど
も
た
ち
の
つ
ま
ず
き
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
た
上
で
、そ
れ
を
授
業
改
善
に
生
か

す
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　先
般
、全
国
学
力
テ
ス
ト
３
年
連
続
第

１
位
の
秋
田
県
の
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。秋
田
県
の
先
生
は
、

好
結
果
の
理
由
を
問
わ
れ
る
と「
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
取
り
組
ん
で

い
る
だ
け
で
す
」と
皆
一
様
に
答
え
ら
れ

ま
す
。で
は「
当
た
り
前
の
こ
と
」と
は
一

体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。教
師
が
、子
ど

も
の
宿
題
や
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
即
日

確
認
す
る
、ノ
ー
ト
の
整
理
の
仕
方
を

指
導
す
る
、板
書
を
工
夫
す
る
、授
業
で

話
し
合
い
を
多
く
取
り
入
れ
る
、教
師

の
研
修
の
充
実
を
図
る
な
ど
、わ
た
し

た
ち
も
今
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
ば
か

り
。こ
れ
が「
当
た
り
前
」の
内
容
で
す
。

し
か
し
、そ
こ
に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て

や
り
続
け
る
姿
に
、「
子
ど
も
が
力
を
付

け
る
た
め
に
は
何
で
も
や
っ
て
や
ろ
う
」

と
い
う
気
概
を
感
じ
ま
し
た
。

　ま
た
、秋
田
県
で
は「
わ
か
杉
っ
子
学

び
の
十
か
条
」と
呼
ば
れ
る
、子
ど
も
の

学
び
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は「
早

ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
に
家
庭
学
習
」「
読

書
で
拓
く
心
と
世
界
」「
決
ま
り
、ル
ー
ル

は
守
っ
て
あ
た
り
ま
え
」「
い
つ
も
気
を

付
け
て
い
る
言
葉
遣
い
」な
ど
、学
校
の

み
な
ら
ず
家
庭
生
活
に
か
か
わ
る
内
容

も
、子
ど
も
の
学
力
を
支
え
る
上
で
重
要

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き

た
り
、分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
り
す
る
時
に
見
せ
る
子
ど
も
た
ち
の

あ
の
笑
顔
や
達
成
感
。そ
れ
を
求
め
て
、

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
た
意
図
的
な
取

り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

庄原市学力向上検討委員会

和田  啓介 会長

わ　　 だ              けい    すけ

教科

国語

算数

庄原市

83.4

80.1

広島県

82.3

79.0

〔中学校２年生〕

教科

国語

数学

英語

庄原市

81.5

73.2

71.3

広島県

77.5

72.6

70.2

〔中学校３年生〕

教  科

国語A

国語B

数学A

数学B

庄原市

73.9

66.0

62.3

41.4

広島県（公立）

76.0

65.7

64.9

43.3

全国（公立）

75.1

65.3

64.6

43.3

広島県教育委員会が行う、「基礎・基本」定着状況調
査が６月８日に実施され、小学校５年生と中学校２
年生が参加しました。

広島県
「基礎・基本」
定着状況調査の

結果

文部科学省が行う、全国学力・学習状況調査が４月
20日に実施され、小学校６年生と中学校３年生が
参加しました。

全国学力・
学習状況調査の

結果

　教
師
が
、黒
板
に
チ
ョ
ー
ク
で
文
字
や
図
な
ど
を

書
い
て
教
え
る
こ
と
で
す
。

　学
習
内
容
の
要
点
や
児
童
・
生
徒
の
考
え
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
黒
板
に
書
き
示
す
、一
般

的
に
用
い
ら
れ
る
指
導
方
法
の
一
つ
で
、「
板
書
」が

児
童
・
生
徒
に
分
か
り
や
す
い
こ
と
が
、学
力
向
上
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。　学

ば
せ
た
い
知
識

や
考
え
方
を
分
か
る

よ
う
に
工
夫
し
て「
板

書
」す
る
こ
と
が
、教

師
の
指
導
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、児
童
・
生
徒
に
基

礎
的･

基
本
的
な
内

容
を
確
実
に
定
着
さ

せ
、思
考
力
・
表
現
力

の
育
成
を
図
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
板
書
」と
は
？

ば
ん  

し
ょ

　本年度実施した、全国学力・学習状況調査および広島県「基
礎・基本」定着状況調査の結果は次のとおりでした。
 市教育委員会は、これらの調査で得られた庄原っ子の姿
を把握・分析し、今後、児童・生徒一人一人の学力向上を目
指す取り組みを進めていきます。

教育指導課指導係　鈎0824-73-1184

Scholastic ability findings

学力調査結果から
今後の取り組みへ
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　ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業
は
、未
利
用
の
森
林

資
源
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す

る
こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
や
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま

た
、木
材
を
原
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

山
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
利
益
創
出
や
林

業
振
興
、森
林
再
生
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　目
的
の
達
成
に
向
け
て
、庄
原
さ
と
や
ま

ペ
レ
ッ
ト
㈱
は
、皆
さ
ん
の
山
林
か
ら
出
さ

れ
る
間
伐
材
・
林
地
残
材
を
買
い
取
り
、庄

原
産
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
し
て
い
き
ま
す
。

　多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
に
補
助

事
業
目
的
の
達
成
に
向
け
て

庄
原
産
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
が
ス
タ
ー
ト

政
策
推
進
課
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
係

　鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
１
３

① 

補
助
金
の
内
容

② 

受
付
期
間

至
三
次

●
市
民
会
館

●
市
民
会
館

●
市
役
所

●
市
役
所

●国営備北
　丘陵公園

　　●
上野公園

備後三日市駅

庄原市　　●
総合体育館
庄原市　　●
総合体育館 備後庄原駅

●かんぽの郷庄原

庄原I.C

至西城

至総領

食彩館しょうばら
ゆめさくら
●

食彩館しょうばら
ゆめさくら
●

183

432
61

422

庄原工業団地内
庄原市森のペレット工場

持ち込み場所周辺地図
●施設までのアクセス／庄原I.Cから車で約5分
　備後庄原駅から車で約10分

　庄
原
工
業
団
地
内
の「
庄
原
市
森
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場
」で
４
月
か
ら
木
質

ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
が
始
ま
り
ま
し
た
。原
料
と
な
る
間
伐
材
・
林
地
残
材
を

市
内
か
ら
収
集
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　市
は
、ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
促
進

と
庄
原
産
ペ
レ
ッ
ト
需
要
の
拡
大
を
図
る

た
め
、事
業
所
や
一
般
家
庭
な
ど
で
の
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　庄
原
産
の
ペ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
で
温
ま
り
な
が
ら
、エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
や
森
林
資
源
の
有
効
活
用

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
●
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

購
入
、設
置
な
ど
の
経
費
の
1
／
3
、上
限

額
12
万
円
を
補
助

●
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

購
入
、設
置
な
ど
の
経
費
の
1
／
3
、上
限

額
50
万
円
を
補
助

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　対
象
者
の
要
件
や
申
し
込
み
手
続
き
な
ど

の
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
木
材
収
集
・
ペ
レ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱

鈎
0
8
2
4
‐
7
2
‐
6
3
1
0

◎
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
促
進
補
助
金
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ

政
策
推
進
課
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
係

鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
1
3

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

持ち込み材イメージ

ペレットストーブ

　人
口
減
少
の
著
し
い
若
年
層
の
定
住
と

経
済
的
支
援
を
目
的
と
し
て
、昨
年
12
月
か

ら
受
付
を
開
始
し
た「
庄
原
市
新
婚
世
帯
家

賃
支
援
補
助
金
制
度
」が
好
評
で
す
。申
請

者
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、本
補
助

金
が
決
め
手
と
な
っ
て
新
居
を
庄
原
市
に

し
た
と
い
う
回
答
が
2
割
、「
検
討
材
料
に

な
っ
た
」と
い
う
回
答
も
含
め
る
と
半
数
近

く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　対
象
と
な
る
の
は
、平
成
21
年
4
月
1
日

以
降
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
、夫
婦
と
も
40

歳
未
満
の
市
民
。

　補
助
額
は
、実
質
家
賃
負
担
額
か
ら
3
万

円
を
控
除
し
た
額
で
、上
限
は
2
万
円
。ま

た
、申
請
者
が
市
外
に
通
勤
し
て
い
る
場
合
、

月
3
千
円
を
加
算
し
ま
す
。

　補
助
金
の
支
払
い
期
間
は
、交
付
申
請
の

あ
っ
た
日
の
次
の
月
か
ら
2
年
間
。半
年
ご

と（
4
月
～
9
月
分
・
10
月
～
翌
年
3
月
分
）

に
家
賃
の
支
払
い
を
確
認
し
た
後
、10
月
末

と
4
月
末
ご
ろ
に
ま
と
め
て
支
払
い
ま
す
。

　申
込
は
、本
庁
・
各
支
所
窓
口
に
備
え
付

け
の
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、商
工
観
光
課
ま
た
は
各
支
所
地
域

振
興
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　次
の
す
べ
て
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
方

が
対
象
で
す
。

①
平
成
21
年
4
月
1
日
～
平
成
24
年
3
月

31
日
の
間
、婚
姻
届
を
提
出
し
た
方
。

②
婚
姻
届
出
時
に
夫
婦
い
ず
れ
も
40
歳
未

満
で
あ
る
方
。

③
庄
原
市
に
同
一
世
帯
と
し
て
住
民
登
録

し
て
い
る
方
。

④
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅（
※
）に
入
居
し

て
い
る
方
で
、実
質
家
賃
負
担
額（
家
賃
か

ら
住
居
手
当
を
差
し
引
い
た
額
）が
3
万
円

を
超
え
る
方
。

⑤
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
助
成
を
受
け
て

い
な
い
方
。市
税
の
滞
納
が
な
い
方
。

（
※
）民
間
賃
貸
住
宅
と
は
、次
の
住
宅
を
除

い
た
も
の
で
す
。

◎
市
営
な
ど
の
公
的
賃
貸
住
宅

◎
社
宅
、官
舎
、寮
な
ど
の
給
与
住
宅

◎
借
主（
契
約
者
）が
会
社
名
義
の
住
宅

◎
2
親
等
以
内
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅

補
助
対
象
者

商工観光課観光定住係
鈎0824-73-1179

好評です!

9 広報2010 . 11

庄原市新婚世帯
家賃支援補助金

庄
原
産
ペ
レ
ッ
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

共　通　事　項

市内の山林から出されるスギ、ヒノキの間伐材およ
び林地残材

収集木材

対 象 者

市内山林の個人所有者、自治組織
※個人林家を除く。

受入時間

8時30分～16時30分（土日、祝日を除く）

申し込み

事前に、庄原さとやまペレット㈱（鈎0824-72-6310）
へご連絡ください。

※５㌧以上の場合は集荷することも可能です。詳しくはお問い合わせください。

森林組合や素材生産業者へ依頼して木材を
伐採・搬入される場合

◎対 象 者　上記の対象要件に加え、市内の森林組
　　　　　　合や素材生産業者を介して材を持ち
　　　　　　込まれる方。
◎元 口 径　５cm以上

2

※1,000円／㌧（税込み）が直接、山林所有者へ支払われます。

自ら間伐を実施し、工場へ直接搬入される場合

◎材　　長　１m～３ｍ程度
◎元 口 径　5cm以上（枝払いが必要）
◎買取価格　7,000円／㌧（税込み）
◎そ の 他　伐採後1年以内の間伐材が対象。
　　　　　　今年度予定収集量は100㌧。

1

　原料の持ち込みは、直接工場へ持ち込まれる方法と、
森林組合などを介して持ち込まれる方法があり、詳細
は持ち込み形態によって次のとおりとなります。

③ 

そ
の
他

持ち込みに関する主な要件

原
料
の
持
ち
込
み
を
受
け
付
け
中
！
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　日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
は
、国
民
年
金
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
」と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

国
民
年
金
に
は
次
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、例
え
ば
昭
和

60
年
生
ま
れ（
平
成
17
年
に
20
歳
）の
方
で

も
、納
め
た
保
険
料
の
１
・
７
倍
以
上
の
給

付
が
受
け
ら
れ
る
計
算
と
な
り
ま
す
。（
※

保
険
料
を
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
40
年
間
納

付
し
、65
歳
か
ら
平
均
寿
命
ま
で
年
金
を
受

給
す
る
も
の
と
仮
定
。）

　国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、1
／
2

（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で
は
1
／
3
）が
国

庫
負
担（
税
金
）で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、支

払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
計
算
で
す
。

　国
民
年
金
は
、生
き
て
い
る
限
り
年
金
が

受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
あ
り
、老
後

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　国
民
年
金
は
、老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障
害
が
残

っ
た
と
き
は「
障
害
基
礎
年
金
」、亡
く
な
ら

れ
た
と
き
に
は
、そ
の
遺
族
に「
遺
族
基
礎

年
金
」が
支
給
さ
れ
る
な
ど
あ
な
た
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　納
め
た
保
険
料
は
、確
定
申
告
の
際
に
全

額
が「
社
会
保
険
料
控
除
」と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、年
金

を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

仕
組
み
に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
た

め
、年
金
に
加
入（
20
歳
）し
て
か
ら
年
金
を

受
給（
65
歳
）す
る
ま
で
の
間
、経
済
・
社
会

が
大
き
く
変
動
し
た
と
し
て
も
、年
金
の
価

値
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

　日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
7
9
・

5
9
歳
、女
性
8
6
・
4
4
歳（
平
成
21
年
）

で
す
。

　も
し
も
、公
的
年
金
が
な
か
っ
た
ら
、こ

の
長
い
老
後
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
。

　老
後
に
備
え
て
貯
蓄
を
し
て
お
く
な
ど
、

個
人
の
自
助
努
力
で
対
応
し
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。個
人
の
自
助
努
力
で
老
後
に

備
え
る
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、物
価
や

資
産
価
値
の
変
動
を
予
測
す
る
こ
と
や
、何

歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
は
不
確
実
で
あ
る

た
め
、老
後
生
活
の
設
計
を
行
う
こ
と
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、長
い
老
後
の

生
活
を
安
心
で
き
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　年
金
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て
も
、先
の

こ
と
と
考
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。年
金
と
は
、高
齢
者
に
な
っ
た
と

き
に
初
め
て
か
か
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、若
い
と
き
か
ら
意
外

と
か
か
わ
り
が
深
い
も
の
な
の
で
す
。

　例
え
ば
、一
家
の
担
い
手
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
き
に
は
、遺
族
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

　ま
た
、公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
の
は
、

就
職
ま
た
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、

公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
前
に
発
生
し

た
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
の
状
態
に
な

っ
た
と
き
に
は
、公
的
年
金
制
度
加
入
者
と

同
様
に
、20
歳
以
後
は
障
害
年
金
を
受
給
で

き
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
に

基
づ
い
た
公
的
年
金
制
度
は
、大
人
だ
け
で

な
く
、制
度
に
加
入
す
る
前
の
子
ど
も
た
ち

の
生
活
も
保
障
し
て
い
ま
す
。

三
次
年
金
事
務
所

鈎
0
8
2
4
‐
6
2
‐
3
1
0
7

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
5
8

● 

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

● 

ど
う
し
て
公
的
年
金
は
必
要
な
の
？

● 

子
ど
も
た
ち
の
生
活
も
保
障
す
る

老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

メ
リ
ッ
ト

2

ケ
ガ
や
病
気
、万
が
一
の
と
き
に
も

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

メ
リ
ッ
ト

3

ど
の
世
代
も
、平
均
寿
命
ま
で
年
金
を

も
ら
う
と「
払
い
損
」に
な
ら
な
い
制
度

メ
リ
ッ
ト

1

納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象

メ
リ
ッ
ト

4

国
民
年
金
は
経
済
の
変
動
に
も

負
け
ま
せ
ん

メ
リ
ッ
ト

5

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
子
ど
も
さ
ん
、お
孫
さ
ん
な
ど

ご
家
族
の
方
に
も
ぜ
ひ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

　鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
5
8

ご
家
族
の

『
大
切
な
年
金
』の

お
話
で
す

観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ス
ク
を
開
設
し
て
い
ま
す

　観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
事
業
、

み
つ
け
体
験
・「
さ
い
」発
見
！
庄
原
さ

と
や
ま
博
が
10
月
３
日
、備
北
丘
陵
公

園
大
芝
生
広
場
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
4
2
4

日
間
の
博
覧
会
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　髙
橋
利
彰
副
市
長
が
高
ら
か
に
開

会
宣
言
。続
い
て
滝
口
季
彦
市
長
が「
さ

と
や
ま
の
魅
力
を
再
発
見
し
、い
ま
一

度
光
を
当
て
て
、新
た
な
宝
も
の
と
す

る
こ
と
で
、
観
光
交
流
の
輪
を
広
げ
、

元
気
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
」と
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　会
場
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

や
庄
原
の
食
が
集
合
し
た
フ
ー
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
行
わ
れ
、県
内
外
か
ら

訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
は
、し
ょ
う
ば

ら
の
秋
の
一
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
キ

ョ
ロ
や
ま
く
ん
」も
、子
ど
も
た
ち
か
ら

の
大
き
な
歓
声
を
受
け
て
大
活
躍
。庄

原
さ
と
や
ま
博
の
魅
力
を
し
っ
か
り

P
R
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
、庄
原
さ
と
や
ま
博
が

連
携
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
で「
庄
原
さ
と
や
ま

博
」を
盛
り
上
げ
、庄
原
市
を
訪
れ
る
多

く
の
方
と
の
交
流
を
実
り
あ
る
も
の
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　庄
原
市
観
光
協
会
連
合
会

観
光
公
社
設
立
準
備
室
は
、

食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ

く
ら
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
、観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
デ
ス
ク
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　こ
こ
で
は
、庄
原
さ
と
や

ま
博
の
情
報
案
内
を
は
じ
め
、

市
の
観
光
情
報
を
発
信
。市

内
を
訪
れ
る
観
光
客
に
、楽

し
ん
で
も
ら
え
る
観
光
案
内

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

市
の
観
光
情
報
は
何
で
も
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
設
時
間

　９
時
～
16
時

（
土
・
日
・
祝
日
の
み
）

●
案
内
内
容

　庄
原
さ
と
や

ま
博
、観
光
・
宿
泊
施
設
、さ

と
バ
ス
ツ
ア
ー
、紅
葉
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
、食
事
・
お
土

産
な
ど

　や
ま
の
お
み
や
げ
や
橋
井

輝
男
さ
ん
の
木
工
教
室
で
す
。

橋
井
さ
ん
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
る
の
で
初
心
者
で
も
大

丈
夫
。「
世
界
で
た
だ
一
つ
の

マ
イ
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」

を
と
に
か
く
楽
し
く
、美
し
く
、

癒
さ
れ
な
が
ら
作
っ
て
、自

分
の
好
き
な
場
所
に
飾
り
ま

し
ょ
う
。

と
き

　11
月
20
日（
土
）10
時

～
12
時

定
員

　2
名
～
15
名

料
金

　1
5
0
0
円（
材
料

費
込
み
）

　次
回
は
、橋
井
さ
ん
か
ら

の
紹
介
で「
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
づ
く
り
体
験
」が

楽
し
め
る
三
村
青
楓
さ
ん
で

す
。お
楽
し
み
に
。

今
月
か
ら
オ
ス
ス
メ
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
リ
レ
ー
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
の
恵
み
で
作
る
木
工
教
室  

～
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

オープニングに沸く
商工観光課　鈎0824‐73‐1177

さ
と
や
ま
博
連
携
の

地
域
イ
ベ
ン
ト
が
続
々
開
催

体験メニューの申し込みは、
庄原市観光協会連合会観光公社設立準備室
（鈎0824‐75‐0173）まで。



● 

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間（
11
／
1
～
30
）

● 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動(

11
／
12
～
25
）
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女
性
児
童
課
男
女
共
同
参
画
係

　鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
４
３

　暴
力
を
身
近
に
経
験
す
る
子
ど
も
た

ち
は
、家
庭
の
中
で
次
の
よ
う
な
つ
ら

い
気
持
ち
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
い
つ
暴
力
が
終
わ
る
ん
だ
ろ
う
」「
今

度
い
つ
暴
力
が
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
」

「
自
分
が
悪
い
子
だ
か
ら
け
ん
か
す
る

の
か
も
」「
お
母
さ
ん
を
守
ら
ず
に
自
分

だ
け
逃
げ
て
し
ま
っ
た
」

「
家
の
こ
と
は
誰
に
も
言
え
な
い
」「
わ

た
し
は
こ
ん
な
に
つ
ら
い
の
に
、友
だ

ち
は
み
ん
な
楽
し
そ
う
」

「
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
け
ど
優
し
い
と

き
も
あ
る
」「
暴
力
を
止
め
ら
れ
な
い
お

母
さ
ん
も
悪
い
」「
ど
ち
ら
の
こ
と
も
好

き
な
の
に
け
ん
か
ば
か
り
し
て
嫌
だ
」

「
ど
ち
ら
も
わ
た
し
の
こ
と
を
守
っ
て

く
れ
な
い
」

～
明
る
く
、住
み
よ
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

　皆
さ
ん
、「
発
達
障
害
」を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　発
達
障
害
と
は
、自
閉
症
、ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

症
候
群
、学
習
障
害
、注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
、そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害

と
さ
れ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な

い
、多
動
多
弁
、こ
だ
わ
り
が
強
い
な
ど
の

特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
症
状
は
、

低
年
齢
時
か
ら
現
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、早

期
の
発
見
と
支
援
が
重
要
で
す
。

　今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
文
京
学
院
大
学

の
伊
藤
英
夫
教
授
か
ら
、
発
達
障
害
児
の

能
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
療
育
方
法

や
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。

　発
達
障
害
は
、以
前
に
比
べ
る
と
認
知
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き

　12
月
６
日（
月
）18
時
30
分
～

と
こ
ろ

　庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

演
題

　発
達
障
害
児
の
支
援
に
つ
い
て

講
師

　文
京
学
院
大
学
教
授

　伊
藤
英
夫

さ
ん

（
庄
原
市
障
害
者
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

総
務
課

　鈎
0
8
2
4
‐
7
３
‐
1
1
2
3

12月3日～9日は
障害者週間です

社会福祉課障害者福祉係
鈎0824‐73‐1210

人権啓発
セミナー

暴
力
が
あ
る
家
庭
で
育
つ
子
ど
も

子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン

子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い
で

子
ど
も
の
気
持
ち

恐
怖
と
極
度
の
緊
張

自
責
感
と
無
力
感

孤
立
感

両
親
へ
の
愛
情
と
憎
悪

比
和
人
権
講
演
会

庄
原
市
人
権
講
演
会

東
城
人
権
講
演
会

12
月
10
日
は『
世
界
人
権
デ
ー
』

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す

　「
や
さ
し
く
し
て
ほ
し
い
」「
安
心
し
て
過

ご
し
た
い
」「
楽
し
い
家
庭
で
暮
ら
し
た
い
」…
。

　子
ど
も
と
し
て
当
然
の
願
い
で
す
が
、Ｄ

Ｖ
の
あ
る
家
庭
で
育
つ
子
ど
も
は
、そ
れ
が

か
な
わ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　大
好
き
な
父
親
と
母
親
が
、ど
ち
ら
か
か

ら
一
方
的
に
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、罵
声
を
浴

び
せ
ら
れ
た
り
す
る
の
を
目
に
す
る
の
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
つ
ら
く
悲
し
い
こ
と
で

す
。　子

ど
も
が
、加
害
者
か
ら
直
接
暴
力
を
受

け
る
割
合
も
高
く
、ま
た
、気
持
ち
の
行
き

場
を
な
く
し
た
被
害
者
か
ら
、暴
力
や
育
児

放
棄
な
ど
の
虐
待
を
受
け
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　こ
の
た
め
、児
童
虐
待
防
止
法
は
、Ｄ
Ｖ

は
児
童
虐
待
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
は
家
庭
の
こ
と
を
外
で
は
話
せ

ま
せ
ん
。し
か
し
、日
常
生
活
の
場
で
暴
力

を
見
聞
き
し
て
き
た
こ
と
が
原
因
で
、子
ど

も
に
次
の
よ
う
な
症
状
や
行
動
が
見
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

●
眠
れ
な
い
、悪
夢
、眠
る
こ
と
へ
の
恐
怖

　を
訴
え
る

●
慢
性
的
な
頭
痛
や
腹
痛
な
ど
を
訴
え
る

●
衝
動
性
、攻
撃
性
が
強
い

●
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い

●
何
に
対
し
て
も
感
情
の
表
現
が
乏
し
い

●
極
端
に
用
心
深
く
、お
ど
お
ど
す
る

●
繰
り
返
し
暴
力
的
な
こ
と
を
し
て
遊
ぶ

●
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
頻
繁
に
暴
力

　と
い
う
手
段
を
使
う

●
自
己
評
価
が
低
い

●「
い
い
子
」で
い
よ
う
と
過
剰
に
責
任
を

　引
き
受
け
る

な
ど

　こ
の
よ
う
な
行
動
の
原
因
が
、す
べ
て
Ｄ

Ｖ
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
問
題
」が
あ
る
と
思
え
る
子
ど
も
の
行

動
の
原
因
に
、Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
に
よ
る
心

の
傷
が
潜
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　「
声
を
か
け
る
」「
そ
の
子
の
気
持
ち
に
耳

を
傾
け
る
」「
一
緒
に
考
え
る
」「
専
門
の
相

談
機
関
に
助
け
を
求
め
る
」な
ど
、周
り
の

人
に
で
き
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、周
り
の
人
が
日
ご
ろ
の
か
か
わ
り

の
中
で
、「
暴
力
と
い
う
手
段
を
と
ら
な
く

て
も
問
題
に
対
処
で
き
る
」こ
と
を
示
す
だ

け
で
も
、暴
力
を
用
い
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
人
間
関
係
を
学
ぶ
機
会
に
な
り

ま
す
。

　家
庭
の
中
の
暴
力
が
な
く
な
ら
な
い
限

り
根
本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、信

頼
で
き
る
人
と
の
か
か
わ
り
を
き
っ
か
け

に
、子
ど
も
の
心
が
回
復
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、あ
な
た
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
窓
口

女
性
児
童
課
男
女
共
同
参
画
係

鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
４
３

※DV＝夫または妻・恋人からの暴力
　（ドメスティック・バイオレンス）

Ｄ
Ｖ
は
子
ど
も
へ
の
虐
待
で
す

　1
9
4
8
年
12
月
10
日
、第
３
回
国
際
連

合
総
会
で
、世
界
の
す
べ
て
の
国
と
人
々
が

達
成
す
べ
き
共
通
の
目
標
を
定
め
た
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
、今

年
で
62
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　国
際
連
合
は
、世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記

念
し
て
、採
択
日
の
12
月
10
日
を「
世
界
人

権
デ
ー
」と
し
、日
本
で
は
12
月
4
日
か
ら

10
日
ま
で
を「
人
権
週
間
」と
定
め
、講
演
会

の
開
催
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
人
権
啓
発
事
業
が
全
国
各
地
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は
、金
子
み
す
ゞ
パ
ネ
ル
展
や
人

権
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　一
人
一
人
が
、す
べ
て
の
人
の
命
、お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、「
思
い
や
り
の

心
」を
持
ち
な
が
ら
、み
ん
な
で
共
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

発達障害児
支援セミナー

昭和22年東京都
生まれ。新聞記者
（10年）を経てフ
リーに。昭和55年
から北朝鮮を取材
し、テレビ・ラジオ
でも評論活動を始
める。平成４年か
ら韓国取材開始（以
後今日まで30数
回に及ぶ）。現在は、
朝鮮半島問題専門
誌「コリア・レポー
ト」編集長の傍ら、
海上保安庁政策ア
ドバイザーなども
務める。

児童文学者で金子みすゞ
記念館の館長を務める。

ぴ
ょ
ん
じ
ん
い
る

と
き

　11
月
16
日（
火
）19
時
～

と
こ
ろ

　比
和
文
化
会
館

演
題

「
み
す
ゞ
さ
ん
の
う
れ
し
い
ま
な
ざ
し
」

講
師

　矢
崎
節
夫
さ
ん

俳優・声優。「サザエ
さん」のマスオさん
役や「それいけ！ア
ンパンマン」のジャ
ムおじさん役でお
なじみ。

と
き

　11
月
20
日（
土
）13
時
30
分
～

と
こ
ろ

　東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題

　「
マ
ス
オ
の
人
権
問
題
考
〝
こ
と
ば

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
〟」

講
師

　増
岡
弘
さ
ん

※
託
児
を
行
な
い
ま
す
。事
前
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

と
き

　12
月
３
日（
金
）18
時
30
分
～
20
時

30
分

と
こ
ろ

　庄
原
市
民
会
館

●
人
権
作
品
等
表
彰
式

●
講
演

演
題

　「
心
の
国
際
化
を
め
ざ
し
て
」

～
人
権
感
覚
豊
富
な
社
会
実
現
を
～

講
師

　辺
真
一
さ
ん
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Rel ief secur i ty days

安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

庄
原
税
務
署

　
　
　鈎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
１
０
０
１

税
務
課
市
民
税
係

　鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
４
６

　国
税
庁
は
、毎
年
11
月
11
日
～
17
日
を

「
税
を
考
え
る
週
間
」と
定
め
、さ
ま
ざ
ま

な
広
報
・
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

の
機
会
に
、税
を
知
り
、税
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、同
期
間
中

に
ジ
ョ
イ
フ
ル
2
階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
広
場
で「
中
学
生
の
税
の
作
文
・
習
字
」

の
表
彰
作
品
お
よ
び「
小
学
生
の
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」の
応
募
作

品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。ま
た
、11
月
13
日

（
土
）10
時
30
分
か
ら
同
広
場
で「
中
学
生

の
税
の
作
文
・
習
字
」の
表
彰
式
を
行
い
、

13
時
か
ら
納
税
貯
蓄
組
合
主
催
の「
お
り

が
み
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　庄
原
税
務
署
は
、相
談
日（
予
約
制
）を

設
け
て
、資
産
税（
相
続
税
・
贈
与
税
・
譲
渡

所
得
）に
関
す
る
ご
相
談
や
照
会
に
応
じ

て
い
ま
す
。

【
11
月
・
12
月
の
相
談
日
時
】

11
月
26
日（
金
）10
時
～
15
時
30
分

12
月
17
日（
金
）10
時
～
15
時
30
分

　そ
の
ほ
か
、税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご

相
談
は
、国
税
局
が
設
置
す
る
専
門
ス
タ

ッ
フ（
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）が
電
話
で
応

じ
ま
す
。※
税
務
署
の
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　農
業
所
得
の
申
告
は
、実
際
の
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
計

算
す
る「
収
支
計
算
」が
原
則
で
す
。

　「
収
支
計
算
」を
す
る
た
め
に
は
、収
入

金
額
の
わ
か
る
書
類
と
、経
費
が
わ
か
る

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、領
収
書

を
残
し
て
い
な
い
経
費
は
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、農
業
に
係
る
こ

れ
ら
の
書
類
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
整
理

保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　な
お
、昨
年
同
様
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

『
農
業
収
支
計
算
ソ
フ
ト
』を
用
意
し
ま
し

た
の
で
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

農
業
収
支
計
算
の
準
備
と

相
談
は
お
早
め
に

● 

資
産
税
の
個
別
相
談

I will think about

「
税
」を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

庄
原
警
察
署

　鈎
0
8
2
4
‐
7
2
‐
0
1
1
0

～
高
齢
者
な
ど
を
狙
っ
た

　
　
　
　
　投
資
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
～

イ
ラ
ク
通
貨
の
取
引
に
要
注
意

次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り
ま
す

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　全
国
的
に
増
え
て
い
る

こ
の
手
の
ト
ラ
ブ
ル
。広

島
県
で
も
増
え
て
い
ま
す
。

突
然
電
話
が
か
か
り
、

「
イ
ラ
ク
の
通
貨
を
買
っ
て
欲
し
い
」

「
あ
と
で
２
倍
に
も
３
倍
に
も
し
て
買
い

取
る
か
ら
」

な
ど
と
勧
め
ら
れ
て
購
入
し
、外
国
紙
幣

の
よ
う
な
も
の
が
届
い
て
も
、い
つ
ま
で

経
っ
て
も
買
い
取
り
に
来
ず
、連
絡
先
の

電
話
も
通
じ
な
く
な
っ
た
。

と
い
う
も
の
。

●
高
齢
者
の
方
は
特
に
注
意

　高
齢
者
を
狙
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き

ま
す
の
で
、家
族
や
近
所
な
ど
周
囲
の
人

も
日
ご
ろ
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
審
に
感
じ
た
ら
す
ぐ
相
談

　執
拗
に
勧
誘
さ
れ
た
と
き
は
、契
約
す

る
前
に
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

　11
月
に
入
り
、日
が
短
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、秋
の
行
楽
期
で
車
の
往
来

が
多
く
な
る
の
で
、歩
行
者
の
皆
さ
ん
は

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
青
信
号
が
点
滅
し
た
ら
も
う
渡
ら
な
い
。

②
青
信
号
で
も
左
右
を
よ
く
見
て
渡
る
。

③
横
断
歩
道
を
渡
る
よ
う
に
し
、斜
め
横

　断
は
や
め
る
。

④
余
裕
を
持
っ
て
横
断
を
始
め
る
。

⑤
横
断
中
も
車
が
来
て
い
な
い
か
確
認
す

　る
。

●
反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

～
キ
ラ
リ
と
光
っ
て
目
立
ち
ま
し
ょ
う
～

『斜め横断』
斜めに横断すると、横断距離が
長くなり危険です。
横断歩道を最短距離で渡りましょう。

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
2
0
9

みんなでまちづくり
シリーズ
Let's make a town together

Series

02NO.

 

　先
月
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
仮

称
）
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
シ
リ

ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
庄
原

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
仮
称
）
策
定
委

員
会
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　策
定
委
員
の
皆
さ
ん
へ「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」に
期
待
す
る
こ
と
を
聞
い
て
み
ま

し
た
。

　こ
の
条
例
の
ね
ら
い
は
、個
人（
市
民
）と

個
人
を
取
り
巻
く
企
業
や
各
種
団
体
、そ
し

て
行
政
・
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
役

割
や
機
能
を
分
担
し
協
調
し
て
行
動
す
る

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。つ
ま
り「
協
働
」

の
理
念
で
す
。

　そ
の
た
め
の
ル
ー
ル（
約
束
・
取
り
決
め
ご

と
）を
分
か
り
や
す
く
明
文
化
す
る
も
の
で
、

誰
も
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、お
互
い
が

理
解
し
、信
頼
・
尊
重
し
あ
え
る「
ま
ち
」に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
わ
れ
わ
れ
市
民
で

あ
り
、市
民
一
人
一
人
が
地
域
や
行
政
に
関
心

を
持
つ
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

　「庄
原
」を
誇
り
あ
る
郷
土
と
し
て
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、わ
た
し
た
ち
の

責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
新
し
い「
条
例
」に
基
づ
い
て
、市
民
と

行
政
、議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果

た
し
、力
を
合
わ
せ
て「
元
気
な
庄
原
市
」、「
住

み
よ
い
地
域
社
会
」が
一
層
進
ん
で
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　い
ま「
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
。そ
こ
に
市
民

と
議
会
、行
政
が
協
力
し
あ
え
る「
協
働
」の
思

想
を
盛
り
込
め
れ
ば
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。

　考
え
方
の
第
１
は
、市
民
が
気
軽
に
行
政
と

ス
ク
ラ
ム
を
組
め
る
こ
と
。第
２
は
市
民
が
行

政
に
提
案
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。第

３
は
、市
民
が
愛
せ
る
ま
ち
に
で
き
る
自
信
と

誇
り
を
持
つ
こ
と
。こ
れ
ら
の
想
い
を
ま
と
め

て
基
本
条
例
に
で
き
れ
ば
、庄
原
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

市民意識調査
ワーキング・グループ
リーダー

寺上  克己 さん

条文素案作成
ワーキング・グループ
リーダー

山内  文雄 さん

委員長

野原  建一 さん

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
ル
ー
ル

●条文素案作成
　ワーキング・グループ

山内文雄・吉川由基子・秋山義治・長谷川孝子

坂村廣嗣・近藤久子・毛利久子

●市民意識調査
　ワーキング・グループ

寺上克己・市川美奈子・積山道弘・生熊久璋・山田昌子

奥田順紀・森長貴美恵・栗原徳春・前田万里子

山本きみ子・後藤ひろこ・伊豫郷音・荘川隆則

●策定委員会委員長 野原建一

庄原市まちづくり基本条例（仮称）策定委員会

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
手
で

ま
ち
づ
く
り
は

地
域
や
行
政
へ
の
関
心
か
ら

チ
ー
ム〝
し
ょ
う
ば
ら
〟
を

目
指
し
て

構　成　員

※敬称略

よ
う
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～お母さんと赤ちゃんを
　みんなのやさしさでサポートしましょう～

社会全体が妊娠や
子育てに無関心・冷たい

多くの母親が孤立感の中で子育てを行っている

資料：（財）こども未来財団
「子育て中の母親の外出時等に関するアンケート調査結果」（回答1069人）

社会から隔絶され、自分が
孤立しているように感じる

不安や悩みを打ち明けたり
相談する相手がいない

11.3

0 20 40 60%

32.9

28.720.1

4.54.5 16.5
非常にそう思う

まあそう思う

妊娠中または３歳未満の子どもの母親の意識 （平成16年調査）

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を

見
か
け
た
ら
…

2

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
と
は
？

1

マタニティマーク

　多
く
の
お
母
さ
ん
は
、妊
娠
か
ら
子
ど

も
が
３
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、孤
独
や

負
担
を
感
じ
て
子
育
て
を
行
っ
て
い
ま

す（
平
成
16
年
の
意
識
調
査
か
ら
）。こ
れ

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、

子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
環
境
を
築
く

た
め
に
、わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。

 

　妊
娠
中
か
ら
産
後
に
か
け
て
は
、赤
ち

ゃ
ん
に
と
っ
て
も
、お
母
さ
ん
に
と
っ
て

も
、と
て
も
大
切
な
時
期
で
す
。し
か
し
、

妊
婦
で
あ
る
か
ど
う
か
は
外
見
で
は
わ
か

り
に
く
く
、周
囲
の
人
も
気
づ
か
な
い
ま

ま
見
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。こ
の
状
況
を
改
善
す
る
方
法
と
し

て
、ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
と
考
え
ら

れ
た
の
が「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」で
す
。

妊
婦
が
外
出
す
る

時
に
身
に
付
け
る

こ
と
で
、
周
り
の

人
が
気
づ
か
い
を

示
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　『
バ
ス
や
電
車
で
席
に
座
れ
な
い
』『
階

段
の
上
り
下
り
が
大
変
』『
た
ば
こ
の
煙

が
気
に
な
る
』な
ど
、妊
婦
・
産
婦
の
外
出

に
は
苦
労
が
伴
い
ま
す
。

　も
し
、町
中
や
職
場
な
ど
で
マ
タ
ニ
テ

ィ
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
人
や
車
を
見

か
け
た
ら

●
バ
ス
や
電
車
内
で
は
席
を
譲
る
、

　乗
降
時
に
協
力
す
る

●「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
」と

　声
を
か
け
る

●
近
く
で
喫
煙
し
な
い

●
車
間
距
離
を
あ
け
る

な
ど
、思
い
や
り
の
あ
る
気
づ
か
い
を
お

願
い
し
ま
す
。

　市
は
、10
月
か
ら
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
時
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ

ー
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。車
に
貼
付
す

る
な
ど
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。お
持
ち

で
な
い
方
は
、保
健
医
療
課
・
庄
原
市
保

健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
担
当
室
に
用
意
し

て
い
ま
す
。ま
た
、厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
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　マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

（
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
2
5
5
）ま
た

は
各
支
所
保
健
福
祉
室
・
市
民
生
活
室
ま

で
。 妊

産
婦
の
み
な
さ
ん
へ

お
な
か
が
大
き
く
な
い
と
、

な
か
な
か
妊
婦
さ
ん
っ
て

わ
か
り
づ
ら
い
よ
ね
。

で
も
、マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を

つ
け
て
い
れ
ば
周
り
の
人
が

気
づ
き
や
す
い
よ
ね
。

健康広場
healthy column

塚本 麻里

保健医療課  保健師
つか  もと       ま      り

m a t e r n i t y  m a r k

『マタニティマーク』

SHISEI TOPIX

トピックス市 政

史
跡
の
発
掘
成
果
か
ら

意
見
交
換

四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
の

起
源
を
さ
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

生　涯
学習課

綿
陽
市
か
ら
義
援
金

き
ず
な
を
深
め
た
４
日
間

企画課

　平
成
20
年
度
か
ら
広
島

大
学
と
共
同
調
査
を
行
っ

て
い
る
佐
田
峠
墳
墓
群
の

発
掘
成
果
を
う
け
て
9
月

26
日
、「
四
隅
突
出
型
墳
丘

墓
の
起
源
を
探
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」を
庄
原
市
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
は
、

弥
生
時
代
の
中
国
地
方
に

よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
的
な

墳
丘
墓（
土
を
盛
っ
て
造
っ

た
お
墓
）
で
、
そ
の
多
く
が

国
指
定
の
史
跡
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　当
日
は
、県
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
1
2
5
人
が
傍
聴

す
る
中
、各
地
域
の
研
究
者

や
地
元
代
表
者
ら
が
、四
隅

突
出
型
墳
丘
墓
の
保
存
・
活

用
方
法
を
テ
ー
マ
に
、地
域

で
の
活
用
事
例
や
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後

に
は
、広
島
大
学
考
古
学
研

究
室
に
よ
っ
て
、発
掘
調
査

さ
れ
た
佐
田
峠
４
号
墓
の

現
地
説
明
会
が
行
わ
れ
、参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

綿
陽
市
友
好
代
表
団
来
庄
と

文
化
芸
術
団
公
演

遺跡の活用について熱い議論

公演後に固い握手を交わす滝口市長と陳副市長 表敬訪問

綿陽市文化芸術団

　市
が
友
好
協
定
を
締
結
し
て

い
る
中
国
四
川
省
綿
陽
市
か
ら
、

陳
興
春
副
市
長
を
団
長
と
す
る

友
好
代
表
団
６
人
と
呉
波
監
督

を
団
長
と
す
る
綿
陽
市
文
化
芸

術
団
員
16
人
が
、10
月
12
日
に
来

日
し
ま
し
た
。

　翌
日
、滝
口
季
彦
市
長
を
表
敬

訪
問
し
、
陳
副
市
長
か
ら
「
四
川

大
地
震
の
際
に
は
、庄
原
市
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
に
助
け
て
い

た
だ
き
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

今
回
、庄
原
市
が
豪
雨
に
よ
り
大

変
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
と
聞
き
、

綿
陽
市
と
し
て
も
心
ば
か
り
の

も
の
を
持
参
し
た
。災
害
復
興
に

使
っ
て
ほ
し
い
」と
8
0
0
元（
約

1
0
0
万
円
）の
義
援
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
今
回
、庄
原
市
と
綿
陽
市

と
の
友
好
協
定
締
結
20
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、約
10
年

ぶ
り
に
綿
陽
市
文
化
芸
術
団
の

公
演
を
10
月
14
日
に
庄
原
市
民

会
館
で
行
い
ま
し
た
。

　市
内
の
中
学
生
1
･
2
年
生
招

待
し
た
昼
の
部
の
第
1
公
演
は

約
6
5
0
人
が
、一
般
の
方
を
対

象
と
し
た
夜
の
部
の
第
２
公
演

で
は
、
満
席
と
な
る
市
民
約

9
5
0
人
の
方
が
鑑
賞
。次
々
と

披
露
さ
れ
る
華
麗
で
幻
想
的
な

舞
踊
や
演
奏
、歌
謡
に
来
場
者
は

魅
了
さ
れ
、「
川
劇
な
ど
有
名
な

舞
踊
や
演
劇
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
感
激
し
た
。本
場
の
中

国
に
行
っ
て
、ぜ
ひ
観
賞
し
た
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　今
回
の
20
周
年
を
契
機
に
、綿

陽
市
と
さ
ら
な
る
友
好
関
係
を

築
き
、こ
の
交
流
を
次
世
代
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

現地説明会の様子
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SHISEI TOPIX

トピックス市 政

セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
作
品
が
ま
ち
を
彩
る

し
ょ
う
ば
ら
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

商　工
観光課

「
食
」と「
農
」の
大
切
さ
を
学
ぶ

食
笑
会（
し
ょ
く
し
ょ
う
か
い
）in
西
城

農　林
振興課

　し
ょ
う
ば
ら
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
10
月
4
日
、

市
役
所
市
民
ひ
ろ
ば
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　市
内
か
ら
、ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
部
で
43
作
品
、コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
の

部
に
は
17
作
品
の
応
募
が
あ
り
、各
部
門

6
作
品
と
審
査
員
特
別
賞
１
作
品
を
あ
わ

せ
た
13
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。審
査
員

を
代
表
し
て
審
査
講
評
を
行
っ
た
大
谷
朱

美
さ
ん
は「
ま
ご
こ
ろ
が
満
ち
て
い
る
庄

原
ら
し
い
素
朴
で
温
か
い
コ
ン
テ
ス
ト
。

住
ん
で
い
る
人
々
が
散
歩
し
た
く
な
る
花

巡
り
の
街
並
み
に
な
れ
ば
、観
光
客
が
回

っ
て
み
た
く
な
る
道
に
つ
な
が
る
」と
話
し
、

今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
は
、参
加
す
る
人

が
愉
快
で
楽
し
い
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

身
近
な
玄
関
先
か
ら「
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
」を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今
後
も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
技
術
の
研

修
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
、花
好
き
の
交
流
会

な
ど
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。お
問
合
せ

は
、
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
（
鈎

0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
7
8
）ま
で
。

市
長
が
長
寿
者
を
表
敬
訪
問

1
0
0
歳
以
上
に
敬
老
祝
い
金
を
贈
呈

高齢者
福祉課

　滝
口
季
彦
市
長
が
10
月
7
日
・
8
日
・
12

日
の
３
日
間
、本
年
度
1
0
0
歳
に
な
る

長
寿
者
宅
を
訪
問
し
、長
寿
を
お
祝
い
し

て
敬
老
祝
い
金
を
贈
り
ま
し
た
。ま
た
、内

閣
総
理
大
臣
か
ら
贈
ら
れ
る
祝
い
状
と
記

念
品
も
伝
達
し
ま
し
た
。

　７
日
に
祝
い
金
を
受
け
取
っ
た
宮
内
町

の
山
崎
タ
ツ
子
さ
ん
は「
若
い
と
き
は
農

業
で
苦
労
し
た
が
、そ
の
苦
労
が
丈
夫
な

体
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。毎
日
、食
事
を

お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」と
長
寿

の
秘
訣
を
語
り
、家
族
は「
少
し
耳
は
不
自

由
に
な
り
ま
し
た
が
、と
て
も
元
気
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　今
年
の
祝
い
金
贈
呈
対
象
者（
明
治
44

年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）は
71

人
、市
内
最
高
齢
者
は
1
0
7
歳
の
方
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
原
は
、自
然
豊

か
な
庄
原
市
の
旬
な
情
報
を「
し
ょ
う
ば

ら
里
山
の
旬
だ
よ
り
」と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト

版
に
ま
と
め
ま
し
た
。こ
の
発
行
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
9
月
25
日
、西
城
町
し
あ

わ
せ
館
で
、「
食
笑
会
in
西
城
」を
開
催
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、安
心
安
全
で
お
い
し

い
庄
原
産
の
農
産
物
の
魅
力
を
多
く
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
庄
原
フ
ァ
ン

を
広
め
る
の
が
目
的
で
す
。

　市
内
外
か
ら
参
加
し
た
15
人
は
、ど
ん

ぐ
り
コ
ロ
コ
ロ
豚
と
旬
の
季
節
野
菜
の

カ
ポ
ナ
ー
タ（
イ
タ
リ
ア
の
伝
統
料
理
）

や
そ
ば
が
き
汁
、じ
ゃ
が
い
も
も
ち
な
ど

の
調
理
体
験
を
行
い
、ゴ
ギ
の
塩
焼
き
、

古
代
米
入
り
庄
原
産
の
新
米
や
漬
物
な

ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、「
農
」が
い

か
に
大
切
か
と
い
う「
旬
の
話
」を
聞
い

た
り
、野
菜
を
使
っ
て
虫
か
ご
を
作
っ
た

り
し
ま
し
た
。参
加
者
は「
庄
原
の
い
い
と

こ
ろ
は
自
然
と
豊
か
な
農
産
物
だ
と
思
う
。

食
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　今
後
も
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
原
は
、

庄
原
の「
食
」と「
農
」を
見
つ
め
直
し
、地

域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
事
業
を
行
う
な

ど
、農
業
振
興
の
推
進
と
庄
原
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

滝口市長と談笑する山崎タツ子さん

そばがきを作る参加者

ハンギングバスケットの部
大賞作品　「風の流れ」
佐々木帛代さん（川手町）作

コンテナガーデンの部
大賞作品　「さとやまの風景」
森久光子さん（市町）作

12体の手づくり牛が大行進
第12回口和モーモー祭が開催

REPORT ②

Camera Reportぐるり庄原
Look Around Shobara

カメラレポート

▲歓声を浴びて行進する手作り牛

▲笑顔いっぱいに演じる子どもたち

▲細かい演出で審査員にアピール

REPORT ① 元気いっぱいに演じきる
第11回庄原こどもミュージカル

　庄原こどもミュージカル「ピーターパン」の公演が

10月17日、庄原市民会館で開催されました。

　庄原こどもミュージカルが発足して11年目を迎え

た今年は、庄原市・三次市・府中市から83人の子どもた

ちが集まり、この日のために５月から練習を重ねてき

ました。子どもたちは、ピーターパンに登場するそれ

ぞれの役柄を精一杯演じ、身体全体を使っての踊りや

元気いっぱいの演技に来場者から温かい声援と大き

な拍手が送られました。

　またこの日、交流を続けている広島東洋カープの倉

義和選手と末長真史選手が応援に駆け付け、自らの子

どものころの夢を語り、出演する子どもたちにエール

を送りました。

　同実行委員会の児玉節委員長は「多くの方たちに支

えていただいてできる舞台。思いっきり自分を解放し

全力を出しきる子どもたちは、いつも感動を与えてく

れる。これからも子どもたちの成長を間近で見届けて

いたい」と話していました。

　2年に1度の口和モーモー祭が10月９日・10日の両日、

庄原市口和総合運動公園で開催されました。

　初日はあいにくの雨模様でしたが、翌日には天候

も回復し、延べ約18,000人の来場者でにぎわいました。

　今年、宮崎県で発生した口蹄疫の影響から、恒例の

モーモー大行進では本物の和牛に代わって「手づく

り牛」が登場。町内外から参加した10チームが、本物

の牛を忠実に再現した作品や牛にみたてて軽トラッ

クを装飾した作品などそれぞれ12体を出品。堂々た

る行進やユーモアあふれるパフォーマンスに、会場

は大きな笑いと拍手が響きました。

　また、広島県産黒毛和牛の炭火焼コーナーは、用意

した3,600パックが完売するほどの大人気。牛のもも

肉丸焼きコーナーや地元の特産品即売ブースなども

長い行列ができました。

　このほかステージでは、地元の芸能グループや各

団体による出し物が会場を大いに盛り上げました。



　第９回ＴＡＩＫＯ交流会が９月26日、総領町なかつ

くに公園で開催されました。

　市内の各和太鼓団体の交流と、和太鼓の熱心な応援

者に対するお礼を目的に毎年開催されているこのイベ

ントは、年ごとに旧市町の会場を順次巡り、晩秋に催さ

れる太鼓イベントとして定着。回を重ねるごとに交流

の輪が広がっています。

　今回は、市内８つの和太鼓団体が一同に集結し、勇壮

な和太鼓演奏を野外ステージで披露。伝統的な獅子起

しから始まる獅子舞や、ヒップホップと和太鼓のコラ

ボレーションなど新しい取り組みもアトラクションと

して盛り込まれました。地域団体などによるバザーも

会場を盛り上げ、最後は、全ての出演団体が一体となっ

た合同演奏（豊年太鼓）で、来場者を見送りました。

　西城地域で活動している本の読み聞かせグループ「お

話し会ダンボ」が主催する「ヒバゴン紙芝居」ものがた

りコンテストの表彰式が10月14日、美古登小学校で行

われました。

　このコンテストは、ヒバゴン出没40周年の今年、西

城のシンボルであるヒバゴンの物語を形にしたいと

考えていたお話し会ダンボが、西城円卓会議、NPO法

人ヒバゴンの知恵袋、西城地域の各小中学校と共同で

取り組んだものです。夏休みの自由課題として物語を

募集したところ、西城小学校、美古登小学校から12点

が応募。「物語としての面白さ」「西城らしさ」「将来に

語り継ぐ感動」の3つの基準で審査されました。

　優秀作品に選ばれた美古登小学校の白根明穂くん（４

年）の作品「ずっとここにいるよ」は、西城の四季や里

山が育んだ食文化が表現され、美しい自然や穏やかな

暮らしへの願いが込められています。白根くんは「ふ

だん家族といっしょにやっていることを、短い文で伝

えるよう工夫し

た。西城のよさ

を知ってもらい

たい」と話して

いました。

　お話し会ダン

ボでは、この物

語を長く語り継

いでいこうと、

大型紙芝居をつ

くり、地域で上

演する予定です。
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山間に響く太鼓の音色
第９回ＴＡＩＫＯ交流会が開催

REPORT ⑧

雪室の魅力を地域住民に
雪室見学や試食会

REPORT ⑥

▲雪室の保存野菜を見学する住民

REPORT ⑦ ヒバゴンを紙芝居で語り継ぐ
「ヒバゴン紙芝居」ものがたりコンテスト

▲表彰を受ける白根くん

▲総領響心太鼓の演奏 ▲握手でふれあう園児と高齢者

情と理をもって子育てを
総領自治振興区が子育て講演会

笑顔でふれあい世代間交流
比和保育所園児が吾妻園を訪問

REPORT ④

　比和保育所の年長・年中組の園児17人が９月15日、特別養護老人ホーム

吾妻園を訪問しました。

　園児たちは、大勢の高齢者を前に合奏や手話を交えた歌を元気よく披露。

童謡「桃太郎」の歌にあわせて、おじいさん、おばあさんの肩たたきもしま

した。「おばあちゃん、おじいちゃんの手はあたたかいね」うれしそうに話

す園児たちに、吾妻園の皆さんは「かわいいね」「元気になるね」と笑顔で話

しかけていました。また、園児から手作りマスコット人形がプレゼントされ、

皆さん喜んでいました。

　比和保育所の山中淳子所長は「長い間社会のために頑張ってこられた方

たちだということを覚えていてほしい」と話していました。

REPORT ⑤

REPORT ③ 舞台も作品もみんなで手づくり
西城町生涯学習フェスティバルが開催

▲わんぱくクラブのエアロビックダンス

▲経験談を織り交ぜ語る新宅さん

　西城地域で活動している団体、個人が活動の成果を

発表する「生涯学習フェスティバル」が10月16日から

18日にかけて、ウイル西城および西城公民館で開催さ

れました。

　このフェスティバルは、小学生から80歳代の高齢者

までが出演、出品し、スタッフの役割も自ら担う手づ

くりの発表会です。

　初日に行われた「第14回であいとふれあいフェア」

では、歌や踊り、楽器の演奏などのステージ発表があり、

17の多彩な演目を約200人が熱演。西城川子ども太鼓

の演奏や、わんぱくクラブのエアロビックダンスでオ

ープニングを盛り上げました。また、歌声ひろばのア

コーディオンの演奏で客席の全員が合唱し、会場が一

つになりました。

　フェスティバルの期間をとおして行われた「第44回

西城町美展」では、絵画、書、写真、工芸、生花などの作品

が展示。今年、各部門の総作品数は498点に上り、西城ゆ

かりの芸術家による特別展も企画されるなど、より一

層充実した展示となりました。

　総領自治振興区主

催の子育て講演会が

９月11日、総領自治

振興センターで開催

され、子育て中の保

護者や、保育士など多くの参加がありました。

　「子どもの心の発達と保護者の役割」と題して、安田

女子大学大学院兼任講師で臨床心理士の新宅博明さ

んが講演。「子どもの成長は、依存と分離によって成り

立っていて、自分の存在を認めてもらうことで、安心

して親離れできる」「あなたが居てくれるだけでうれ

しいと言ってもらうだけで、素直に子どもは喜んでく

れる」など、子どもとの接し方を自分の経験談を交え

て年代別にわかりやすく講演されました。参加者は「自

分の思春期のころもそうだったと思い出した。今後の

子育てに生かしたい」と話していました。

ぐるり庄原
Look Around Shobara Camera Report

カメラレポート

　雪室の良さ

を地域住民に

体験してもら

おうと、庄原商

工会議所など

でつくる庄原

雪資源活用プ

ロジェクト協議会が９月16日、高野町下門田の雪室で見

学会を開きました。保育所の園児をはじめ近くの農家な

ど約60人が参加。気温1度前後の薄暗い雪室に入ると、園

児は「寒い」と言って身を縮ませ、「すごい！雪がある」「冷

たい」とはしゃいでいました。

　その後、雪室野菜の試食会が行われ、６月末に雪室へ

入れたダイコンやホウレンソウをカットしたりゆでた

りして、朝採れたばかりのものと食べ比べをしました。「雪

室の方が、甘みがある」「味の違いはよく分からない」な

ど参加者の反応はさまざまでしたが、「３カ月前の野菜

が食べられることがすごい。雪室を使って特産品を作り

たい」などと話していました。

　この雪室は、鉄筋平屋65平方㍍で、２月に約300立方㍍

の雪を保存。９月末で約25％の雪が残り、来年２月まで、

日本酒などの付加価値を高める保存実験をします。

ゆき　むろ
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子どもたちの発想無限大
第59回備後地区生徒児童発明くふう展

REPORT ⑭

大勢の来場者が晴天の休日を楽しむ
第28回ふれあい東城まつり

REPORT ⑫

REPORT ⑬ みんなで啓発交通安全
セーフティ・アーチin高野

▲庄原市長賞を受賞した東城小5年佐々木悠人くんの「足ふみチャッカー（着火）」 ▲奉仕活動に汗

明るい色で気持ちも明るく元気になって
社団法人日本塗装工業会が無償で塗装ボランティア

古家真屋敷といざなみ工房の周辺を清掃
「シルバーの日」に奉仕活動

REPORT ⑩

REPORT ⑪

REPORT ⑨ 高垣樹里さんが広島県話し方連盟会長賞受賞
「少年の主張」・中学生話し方大会

賞状を手に喜ぶ高垣樹里さん

▲明るいクリーム色に塗装された外壁

　庄原市シルバー人材センター比和支所（若林光男支

所長）が10月16日、古家真屋敷といざなみ工房周辺の

清掃作業を行いました。

　この奉仕活動は、毎年10月を「シルバー人材センタ

ー事業普及啓発月間」、その第3土曜日を「シルバーの日」

と定めて全国一斉に行われているものです。

　当日は会員28人が参加し、市が所有する古家真屋敷

の周辺清掃やいざなみ工房周辺の草刈りやゴミ拾い

などに汗を流しました。

　市役所比和支所の岩山泰憲支所長は「古家真屋敷は、

城郭を思わすすばらしい造りで当時の繁栄ぶりが残

っている歴史的にも重要な施設。いざなみ工房の周辺

もあわせて清掃していただき大変ありがたい」と感謝

していました。

ぐるり庄原
Look Around Shobara Camera Report

カメラレポート

▲大黒様が「福を授ける～」ともちをまく

　社団法人日本塗装工業会広島県支部が９月24日、西

城町大戸地区集会所の外壁や屋根などの塗装を無償

で行いました。

　同工業会は、毎年11月16日を「いいいろ塗装の日」と

して、全国一斉

に社会奉仕活動

を行っています。

　広島支部北部

ブロックは、庄

原市と三次市を

一年おきに実施

していますが、

今年三次で実施

予定だった奉仕活

動を、７月16日の集

中豪雨で被災した

庄原地区に変更し、

時期を２カ月早め

て行われました。

　この日の３日前

に足場を設置して水洗いを行っていた外壁や屋根を、

三次と庄原の塗装会社（ともに３社ずつ）計６社８人が、

明るくきれいな外観に仕上げました。

　同工業会会員の久保崇俊さんは「地元で集会所を利

用される方に、少しでも元気を出してもらえれば」と

汗をぬぐっていました。

　社団法人発明協会広島県支部が主催する第59回備

後地区生徒児童発明くふう展の入賞作品が10月７日・

８日の両日、市役所ロビーで展示されました。

　この発明くふう展は、発明工夫する楽しさと創作す

る喜びを体得させることを目的に毎年開催されてい

るもので、備後地区で今年７月から９月に395作品（自

由作品部門328、課題作品部門67）の応募がありました。

このうち、市内からは、小学校9校36人、中学校１校18人

の出品があり、自由作品部門で3作品が入賞しました。

展示された作品は、子どもたちの工夫が随所にみられ、

すぐにでも実用できそうな力作も並んでいました。

　今回入賞した作品は、11月に開催される県展に出品

され、そこで選ばれた優秀作品は、東京で開かれる全

国展に推薦出品されます。

▲ドライバーに呼びかける

▲庄原地区交通安全協会の井上高野分会長から感謝状が贈呈

　庄原地区交通安全協会の主催で交通安全の啓発を

目的とした「セーフティ・アーチin高野」が９月17日、約

200人が参加し開催されました。

　これは、９月21日から始まった秋の全国交通安全運

動に先駆けて

行われた催し

で、庄原と東

城を除く旧町

が毎年順次開

催しています。

　上高公民館

で行われた式

典では、交通

安全標語を応募した町

内の小・中学校の児童・

生徒の中から、優秀作

品に選ばれた13人に感

謝状が手渡されました。

　また、新市・下高保育所の園児によるかわいいダン

スや湯川雪山太鼓の迫力ある演奏で交通安全を祈願。

　最後に、高野小学校児童代表と高野老人クラブ連合

会代表による交通安全宣言が行われ、参加者全員で交

通事故防止を誓いました。

　式典終了後、交通安全テント村を開設。高野福祉保

健センター前で道行くドライバーを呼び止め、交通安

全を呼びかけました。

　　第28回ふれあい東城まつりが10月17日、東城小学

校グラウンドを主会場に開催され、前夜祭「ふれあい

の夕べ」を含め約3,500人の来場者でにぎわいました。

　ステージでは、自治振興区（７団体）による歌や踊り、

のど自慢、歌謡ショーと趣向を凝らした催しに、観客

は笑ったり拍手したりと大忙し。また、東城中学校吹

奏楽部の演奏や地デジ大使のクイズ大会もあり、とて

も賑やかなステージとなりました。

　会場では、恒例となっているちびっこ相撲大会も行

われ、ちびっこ力士の手に汗握る奮闘に、大勢の大人

たちから歓声があがっていました。

　このほか東城公民館では、生花、絵画などの作品が

展示され、訪れた人たちは並べられた作品をじっくり

と眺めていました。最後は、比婆荒神神楽のみなさん

による神楽、もちまきで締めくくり、好天の秋日を鮮

やかに織り込む催しになりました。

こ　　け　　ま

こ　　け　　ま

こ　　け　　ま

こ　　け　　ま

　　「少年の主張」広島県大会・中学生話し方広島大会が９月23日、広島市内で行

われ、口和中学校の高垣樹里さん（３年）が、広島県話し方連盟会長賞を受賞しま

した。

　この大会は、中学生が論理的に考える力や正しく伝える力を身に付けることや、

皆さんに中学生への理解を深めてもらうことを目的に毎年開催されています。

　今年は、県内各地から2,300人を超える応募者の中から選ばれた35人（庄原市か

らは４人選出）が、日ごろ思っていることや感じていることを発表。高垣さんは「"

命"をありがとう」というタイトルで、学校での「命の授業」をとおして感じたこと

や、生み育ててくれた家族への感謝の気持ちを精一杯伝えました。

　高垣さんは「みんな上手に発表されていて、まさか自分が受賞できるなんて本

当に驚きました。今まで支えてくださった皆さんのおかげです」と喜んでいました。

▲



[

肢
体]
　11
月
18
日（
木
）

受
付

　13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４-
６-
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
1
0

　各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

11
月
16
日（
火
）・
12
月
７
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き

　12
月
9
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

　西
城
公
民
館

●
東
城
地
域

と
き

　12
月
2
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き

　12
月
2
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

　ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

●
比
和
地
域

と
き

　12
月
２
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

　比
和
文
化
会
館

●
高
野
地
域

と
き

　12
月
10
日（
金
）

13
時
～
16
時

と
こ
ろ

　高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き

　12
月
10
日（
金
）

9
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
0
8
2
4-

6
2-
2
5
7
2

　北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

　11
月
18
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

鈎
0
8
2
4-

7
3-

0
0
5
1

●
東
城
地
域

と
き

　11
月
26
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

　東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

保
健
福
祉
室
へ
予
約
を
。

鈎
0
8
4
7
7-

2-

5
1
3
1

［
庄
原
地
域
］

●
身
体

　12
月
13
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
比
和
地
域
］

●
身
体
・
知
的

　12
月
７
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次

市
十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。
事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

●
心
の
健
康
相
談

　ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の

心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き

11
月
16
日（
火
）13
時
～
14
時
30

分11
月
25
日（
木
）
13
時
30
分
～
14

時
30
分

※
25
日（
木
）は
東
城
支
所
で
実

施
し
ま
す
。

●
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

11
月
10
日（
水
）・
12
月
8
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

鈎
0
8
2
4-

6
3-

5
1
8
1

　地
域
の
人
材
の
発
掘
と
、
地

域
づ
く
り
へ
の
興
味
を
持
つ
た

め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

本
年
度
は
「
ま
ち
づ
く
り
へ
の

道
～
地
域
デ
ビ
ュ
ー
”は

じ
め

の
一
歩
“
」
を
テ
ー
マ
に
、
実
際

の
取
り
組
み
事
例
を
交
え
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

［
口
和
会
場
］

と
き

　11
月
8
日（
月
）

19
時
～
21
時

と
こ
ろ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

演
題

わ
が
町
で
楽
し
く
ま
ち
づ
く
り

講
師

　中
倉

　勇
さ
ん

（
東
観
音
台
連
合
会
事
務
局
）

［
庄
原
会
場
］

と
き

　11
月
18
日（
木
）

19
時
～
21
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

演
題

地
域
資
源
を
う
ま
～
く
集
め
た

楽
し
い
活
動
！

講
師

　鈴
木
奈
緒
子
さ
ん

（
N
P
O
法
人
a
w
a
r
a
r
t
事
務
局
）

［
東
城
会
場
］

と
き

　11
月
29
日（
月
）

19
時
～
21
時

と
こ
ろ

　東
城
支
所

演
題

つ
な
が
り(

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

で

幅
広
い
活
動
を
！

講
師

　竹
内

　瞳
さ
ん

（
ひ
ろ
し
ま
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

H
E
A
R
T 

t
o 

H
E
A
R
T
）

問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
0
9

　平
成
21
年
度
に
自
治
振
興
区

活
動
促
進
補
助
金
を
活
用
し
、

実
施
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
事
業

の
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
が
き
っ
と
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

12
月
1
日（
水
）～
10
日（
金
）

総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

12
月
14
日（
火
）～
27
日（
月
）

市
役
所
本
庁
舎

※
展
示
時
間
は
８
時
30
分
～
17

時
30
分

※
平
日
の
み

問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
0
9

　越
原
地
域
に
伝
わ
る
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
、師
走
の
行
事「
ひ

ざ
ぬ
り
」と「
正
月
用
の
し
め
縄

作
り
」の
体
験
。

と
き

　12
月
４
日（
土
）

９
時
30
分
～
14
時

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
越
原

定
員

　20
人

参
加
費

　2
千
円

申
込
期
限

　11
月
30
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

鈎
０
８
２
４-

８
5-

３
０
０
０

　東
城
特
産
の
そ
ば
を
使
っ
た

イ
ベ
ン
ト
。そ
ば
の
大
食
い
、早

食
い
大
会
の
ほ
か
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、

ミ
ニ
屋
台
な
ど
楽
し
い
企
画
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

と
き

　11
月
21
日（
日
）

10
時
～
15
時（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ

道
の
駅「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
」

問
い
合
わ
せ

　㈱
ニ
ュ
ー
東
城

鈎
0
8
4
7
7-

2-

4
4
4
4

　国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
比

婆
荒
神
神
楽
」を
は
じ
め
、近
隣

の
神
楽
団
の
迫
力
あ
る
演
舞
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き

　12
月
5
日（
日
）

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

大
人

　2
千
5
0
0
円

（
前
売
2
千
円
）

小
人

　1
千
5
0
0
円

（
前
売
1
千
円
）

問
い
合
わ
せ

東
城
町
観
光
振
興
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会

（
東
城
支
所
地
域
振
興
室
内
）

鈎
0
8
4
7
7-

2-

5
0
0
3

　県
立
広
島
大
学
研
究
開
発
助

成
事
業
は
、
県
大
の
知
的
資
源

な
ど
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

に
関
す
る
研
究
に
市
が
助
成
し
、

そ
の
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
研
究
課

題
を
募
集
し
採
択
し
て
い
ま
す
。

　報
告
会
で
は
、
市
と
県
大
の

連
携
に
よ
る
研
究
開
発
の
内
容

や
成
果
を
報
告
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

　11
月
29
日（
月
）

13
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
2
8

　第
31
回
学
園
祭
の
テ
ー
マ
は

「
笑
顔
の
花
咲
く
学
園
祭
」
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

　11
月
23
日（
火
・
祝
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
さ
く
ら
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容

神
楽
・
太
鼓
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
も
ち
つ
き
・
ゲ
ー
ム
・

各
種
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ

庄
原
さ
く
ら
学
園

鈎
0
8
2
4-

7
2-

0
8
8
4

　消
費
者
一
人
一
人
が
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
り
、
日

常
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る

大
会
で
す
。

　ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

と
き

　11
月
23
日(

火
・
祝)

13
時
～（
12
時
開
場
）

と
こ
ろ

　庄
原
市
民
会
館

内
容

●
講
演
会

演
題

「
消
費
者
問
題
の
実
態
」

講
師

弁
護
士

　菊
地
幸
夫
さ
ん

※
Ｔ
Ｖ
「
行
列
の
で
き
る
法
律

相
談
所
」
で
お
な
じ
み
の
体
育

会
系
弁
護
士

●
寸
劇

演
題

「
老
い
の
日
々
」～
あ
な
た
に
あ

る
か
も
～

出
演

敷
信
母
さ
ん
劇
団

●
音
楽
演
奏

演
奏

広
島
県
警
察
音
楽
隊

問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

　今
年
で
59
回
目
を
迎
え
る
ス

タ
ー
式
駅
伝
大
会
。
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
、
ひ
た
す
ら
「
た
す
き
」

を
つ
な
ぐ
ラ
ン
ナ
ー
へ
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
き

　12
月
5
日（
日
）

　

ス
タ
ー
ト

10
時
30
分

高
校
、職
域
、一
般

10
時
45
分

中
学
校
、女
子（
中
学
校
・
一
般
）

ス
タ
ー
ト
地
点

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
体
育
協
会

鈎
0
8
2
4-

7
2-

6
8
8
0

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
9
6

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

催

　
　
　し
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身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

ま
ち
づ
く
り
実
践
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座

定
期
巡
回
児
童
相
談

生
活
相
談

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

健
康
相
談

ひ
ざ
ぬ
り
と
し
め
縄
作
り
体
験

そ
ば
ま
つ
り

第
28
回
帝
釈
峡
近
郷
神
楽
競
演
大
会

自
治
振
興
区
活
動
報
告

ポ
ス
タ
ー
巡
回
展
示

県
立
広
島
大
学
研
究
開
発

助
成
事
業
報
告
会

庄
原
さ
く
ら
学
園
・

庄
原
も
み
じ
園
学
園
祭

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅
伝
大
会



　宇
宙
飛
行
士
の
活
動
や
宇
宙

飛
行
士
に
な
る
方
法
な
ど
、「
宇

宙
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

　当
日
は
、宇
宙
服
の
展
示
や
試

着
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
模
型

や
パ
ネ
ル
の
展
示
、宇
宙
食
な
ど

の
販
売
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
の

で
、ど
う
ぞ
お
越
し
下
さ
い
。

●
講
演
会

と
き

　11
月
26
日（
金
）

18
時
～
19
時
30
分（
17
時
開
場
）

●
展
示
・
試
着

14
時
30
分
～
20
時
30
分

※
た
だ
し
、
講
演
時
間
内
は
試

着
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ

　庄
原
市
民
会
館

講
師

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
）有
人
宇
宙
開
発
部

山
口
孝
夫
さ
ん

※
整
理
券
を
事
前
に
お
求
め
く

だ
さ
い
。（
当
日
券
有
り
）

詳
し
く
は
、庄
原
商
工
会
議
所（
鈎

０
８
２
４-

７
２-

２
１
２
１
）に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　市
役
所
を
市
民
の
親
し
み
や

す
い
場
所
に
す
る
た
め
、音
楽
好

き
の
市
民
が
集
ま
り
、手
作
り
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　今
回
の
出
演
は
、
庄
原
中
学

校
吹
奏
楽
部
を
は
じ
め
、
市
内

の
音
楽
を
愛
す
る
演
奏
家
。
ゲ

ス
ト
に
は
広
島
市
内
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
弦
楽
三
重
奏
「
ブ
リ

ラ
ン
テ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
お

招
き
し
ま
す
。

　晩
秋
の
夜
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
音
楽
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

と
き

　11
月
26
日（
金
）

18
時
30
分
～

と
こ
ろ

　市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

　総
務
課
行
政
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
2
3

　三
次
市
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
庄
原
市
部
会
は
、
人
権
週
間

に
あ
わ
せ
て
行
事
を
行
い
ま
す
。

●
日
曜
人
権
相
談
所

と
き

　12
月
５
日（
日
）

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階
相
談
室

相
談
員

法
務
局
職
員
、人
権
擁
護
委
員

●「
人
権
の
花
」図
画
展
示

と
き

12
月
４
日（
土
）～
12
月
10
日（
金
）

と
こ
ろ

　ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階

問
い
合
わ
せ

三
次
市
人
権
擁
護
委
員
協
議

鈎
0
8
2
4-

6
2-

2
5
0
4

　男
女
共
同
参
画
を
基
本
か
ら

学
べ
ま
す
。家
族
・
法
律
・
歴
史
な

ど
、目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
内
容
が
満

載
で
す
。な
ん
だ
か
お
か
し
い
な

ぁ
？
生
き
づ
ら
い
な
ぁ
？
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
に
お
す
す
め
で
す
。

開
講
期
間

平
成
23
年
１
月
～
３
月（
計
６
回
）

月
２
回
土
曜
日
開
講

開
講
場
所

　

●
広
島
校（
エ
ソ
ー
ル
広
島
）

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11
‐
６

●
福
山
校（
イ
コ
ー
ル
ふ
く
や
ま
）

福
山
市
西
町
１
‐
１
‐
１

対
象

県
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

定
員

広
島
校
25
人
・
福
山
校
15
人

　

募
集
締
切

　11
月
30
日(

火)

受
講
料

　３
千
円

※
託
児
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(

財)

広
島
県
女
性
会
議

〒
7
3
0-

0
0
4
3

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11-

6

エ
ソ
ー
ル
広
島
内

鈎
０
８
２
‐
２
４
２
‐
５
２
６
２

FAX
０
８
２
‐
２
４
０
‐
５
４
４
１

h
ttp

://w
w

w
.e

sso
r.o

r.jp

と
き

２
月
５
日(

土)

・
６
日(

日)

と
こ
ろ

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
高
野
町
）

募
集
チ
―
ム
数

　

 

一
般
の
部

　70
チ
ー
ム

〔
Ｐ
リ
ー
グ（
国
際
大
会
を
目
指

す
）
12
チ
ー
ム
・
Ｆ
リ
ー
グ
（
雪

合
戦
を
楽
し
む
）58
チ
ー
ム
〕

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

　12
チ
ー
ム

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　16
チ
ー
ム

（
選
手
は
小
学
生
の
み
）

募
集
期
間

11
月
16
日（
火
）～
12
月
15
日(

水)

参
加
費（
１
チ
ー
ム
）

一
般
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

1
万
2
千
円

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　５
千
円

　

そ
の
他

「
一
般
の
部
Ｐ
リ
ー
グ
」お
よ
び

「
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
」の
優
勝
チ

ー
ム
は
、
県
代
表
チ
ー
ム
と
し

て
「
第
23
回
昭
和
新
山
国
際
雪

合
戦
大
会
」（
２
月
26
・
27
日
、北

海
道
）
へ
の
参
加
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
高
野
支
所
地
域
振

興
室
内
）

鈎
0
8
2
4-

8
6-

2
1
1
1

　県
民
手
帳
は
、
主
な
公
的
機

関
の
住
所
名
簿
や
、
消
費
生
活

相
談
な
ど
の
各
種
相
談
窓
口
な

ど
、
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。ま
た
、

県
内
の
お
勧
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
慶
弔
電
報
文
例
な
ど
、
生
活

手
帳
と
し
て
大
変
便
利
で
す
。

　市
役
所
本
庁
窓
口
や
各
支
所

で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
便

利
で
安
価
な
県
民
手
帳
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

価
格

ポ
ケ
ッ
ト
版

　１
冊
6
0
0
円

デ
ス
ク
版
１
冊
１
千
1
0
0
円

問
い
合
わ
せ

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
5
9

　父
子
家
庭
の
父
親
が
、
児
童

扶
養
手
当
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
申
請
の

期
限
日（
11
月
30
日
）が
迫
っ
て

い
ま
す
。

　該
当
す
る
方
は
、11
月
30
日
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
申
請
に
は
支
給
要
件

に
よ
っ
て
添
付
す
る
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
広
報
し
ょ
う
ば

ら
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
9
2

　事
業
資
金
の
借
り
入
れ
は
、

信
用
保
証
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　県
・
市
の
預
託
融
資
制
度
お

よ
び
各
種
保
証
制
度
で
幅
広
く

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　信
用
保
証
の
ご
利
用
は
、
お

取
引
の
金
融
機
関
、県
・
市
商
工

担
当
課
、
商
工
団
体
ま
た
は
信

用
保
証
協
会
備
北
支
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
信
用
保
証
協
会
備
北
支
所

鈎
０
８
２
４-

６
２-

３
９
１
７

　広
島
県
最
低
賃
金
が
10
月
30

日
か
ら
時
間
額
7
0
4
円
に
な

り
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
県
内
の
事
業
場
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
広
島
県
最
低
賃

金
よ
り
も
金
額
が
高
い
産
業
別

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
広
島
県
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
ま
た
は
三

次
労
働
基
準
監
督
署
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
労
働
局
賃
金
室

鈎
0
8
2-

2
2
1-

9
2
4
4

三
次
労
働
基
準
監
督
署

鈎
0
8
2
4-

6
2-

2
1
0
4

　強
制
抑
留
さ
れ
た
方
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者

　戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑

留
さ
れ
た
方
で
、
平
成
22
年
６

月
16
日
現
在
、
日
本
国
籍
を
有

し
ご
存
命
の
方
。

請
求
受
付
期
間

10
月
25
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日

請
求
書
類

　対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
か
ら

直
接
、
請
求
書
類
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

鈎
０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

受
付
時
間

９
時
～
18
時（
平
日
の
み
）

　庄
原
さ
と
や
ま
博
開
幕
を
記

念
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム

切
手
を
10
月
25
日
か
ら
発
売
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

販
売
部
数

　1
千
部（
予
定
）

販
売
価
格

１
シ
ー
ト

　1
千
2
0
0
円

（
80
円
切
手
10
枚
）

販
売
郵
便
局

庄
原
市
、三
次
市
、神
石
高
原
町
、

世
羅
町
の
全
郵
便
局
（
簡
易
郵

便
局
は
除
く
）
お
よ
び
府
中
市

の
上
下
郵
便
局
、諸
田
郵
便
局
、

吉
野
郵
便
局

問
い
合
わ
せ

郵
便
局
株
式
会
社
中
国
支
社
営

業
本
部

鈎
０
８
２-

２
２
４-

５
９
９
１

　市
は
、
障
害
の
あ
る
方
や
支

援
の
必
要
な
方
が
、
一
貫
し
た

よ
り
よ
い
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、「
心
を
つ
な
ぐ

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
ひ
ろ
し
ま

結
愛
～
ｙ
ｕ
ｉ
～
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

　こ
の
具
体
的
な
利
用
法
や
記

入
の
仕
方
な
ど
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き

　12
月
2
日（
木
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

持
参
物

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
当
日

配
布
し
ま
す
が
、
社
会
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
で
も
配
布
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

ま
た
は
、各
支
所
福
祉
担
当
係

お 知 ら せお 知 ら せ
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募

　
　
　集

エ
ソ
ー
ル
ひ
ろ
し
ま
大
学

基
礎
講
座
受
講
生
募
集

父
子
家
庭
の
方
、児
童
扶
養

手
当
の
申
請
は
お
早
め
に

税務署からのお知らせ

　相続、贈与などで取得した生命保険契約や損害保険契約
などに係る年金の所得税の取り扱いを改めることとしま
した。
この取り扱いの変更により、所得税の還付を受けることが
できる場合があります。詳しくは、国税庁ホームページ

【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、最寄りの税務署に
お問い合わせください。

※平成17年分について、早い方は平成22年12月末が還付
できる期限となりますので、早目の手続きをお願いします。
※受け取られた年金の受給権が、相続税や贈与税の課税対
象となる場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生じな
かった方も対象となります。

そ

　の

　他

中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

強
制
抑
留
者
特
別
給
付
金
の
支
給

広
島
県
最
低
賃
金
が
変
更

広
島
県
民
手
帳
を
販
売

相続または贈与などに係る生命（損害）保険契約などに
基づく年金の税務上の取扱いの変更について

問い合わせ　庄原税務署　鈎0824-72-1001

宇
宙
の
話
を
聞
こ
う
！

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
ラ
イ
ブ
in
風
花

広
島
県
雪
合
戦
大
会

人
権
週
間
イ
ベ
ン
ト

こ
れ
試
着
で
き
ま
す
。

庄
原
さ
と
や
ま
博

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
発
売

「
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」説
明
会



　冬
の
夜
を
電
球
の
明
か
り
で

彩
り
美
し
い
光
の
景
色
を
作
り

出
す
「
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
」。今
年
は
11
月
20
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　林
の
木
々
に
飾
り
つ
け
た
無

数
の
電
球
が
輝
き
、
ま
る
で
星

が
降
っ
て
き
て
森
全
体
が
光
っ

て
い
る
よ
う
な
光
景
は
、
ほ
か

で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

こ
こ
だ
け
の
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
電
球
の
数
は
総
数
50

万
球
！
こ
れ
ま
で
で
最
多
の
規

模
で
す
。

　ま
た
、
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た

デ
ザ
イ
ン
も
魅
力
で
す
。
今
年

は「
銀
河
鉄
道
の
旅
」が
テ
ー
マ
。

ど
ん
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

の
か
楽
し
み
で
す
ね
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
は
公
園
の
中
の
２
つ
の
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

●
中
入
口
会
場

「
中
の
広
場
」、「
ひ
ば
の
里
」

　光
の
街
か
ら
星
あ
ふ
れ
る
銀

河
へ
の
旅
立
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　ひ
ば
の
里
で
は
和
の
明
か
り
、

影
絵
を
ご
ら
ん
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
北
入
口
会
場

　「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

国
兼
」、「
湖
畔
広
場
」

　公
園
の
玄
関
口「
北
入
口
」の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
メ
ル
ヘ
ン
」
。
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
で
可
愛
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
登
場
し
ま
す
。

　”ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
“
、こ
の

季
節
な
ら
で
は
の
”ク

ラ
フ
ト

教
室
“
な
ど
を
週
末
に
開
催
し

ま
す
！
11
月
20
日
（
土
）
に
は
、

点
灯
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る

「
点
灯
式
」を
開
催
し
ま
す
。

●「
し
ょ
う
ば
ら
マ
イ
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」作

品
募
集
中
！

　ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
会
場
に
「
ツ
リ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
飾
る
コ
ン
テ

ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

表
彰

金
賞（
５
万
円
）、銀
賞（
３
万
円
）、

銅
賞（
１
万
円
）

家
族
単
位
、
団
体
で
の
ご
参
加

に
は
各
種
特
別
賞
も
あ
り
ま
す
。

作
品
展
示
期
間

11
月
20
日（
土
）～
12
月
26
日（
日
）

受
付

　先
着
20
チ
ー
ム
ま
で

参
加
料

　１
チ
ー
ム
１
千
円

　

※
ご
希
望
の
方
に
電
球
４
０
０

球
を
お
貸
し
し
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
た
は
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

主
催

光
の
ま
ち
庄
原
実
行
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
協
会

鈎
0
8
2
4-

7
3-

0
6
0
2

庄
原
市
商
工
観
光
課

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
7
8
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会
場
は
２
会
場

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
！

備北公園管理センター
鈎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

備北
丘陵公園
だより

ウインターイルミネーション2010ウインターイルミネーション2010
11月20日（土）から12月26日（日）まで開催!

星降ル森、光ル森。50万球、光ノ森ノファンタジー

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国
・

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る

各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を

掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

第
65
回
国
民
体
育
大
会

全
国
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

第
37
回
全
日
本
杖
道
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

第
14
回
し
ょ
う
ば
ら

桜
花
杯
空
手
道
大
会

そ
の
他

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

（
９
月
11
日
・
千
葉
県
習
志
野
市
）

●
水
泳
競
技

　

競
泳
成
年
女
子
100
ｍ
平
泳
ぎ

第
３
位

金
藤

　理
絵（
東
海
大
４
年
）

（
10
月
17
日
・
東
京
都
足
立
区
）

●
段
別
試
合

　初
段
の
部

優
勝

廣
畑

　翔
太（
庄
原
中
３
年
）

尾
原

　竜
生（
庄
原
中
３
年
）

（
10
月
17
日
～
19
日
・
富
山
県
富

山
市
）

●
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

　

8
0
0
ｍ
・
1
5
0
0
ｍ

優
勝

波
多

　伸
樹（
高
町
）

（
10
月
３
日
・
庄
原
市
総
合
体
育
館
）

●
組
手
個
人
戦

中
学
生
男
子
の
部

準
優
勝

早
田

　知
孝（
庄
原
中
３
年
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

奨学金制度説明会

　市は、高校・大学・専門学校など
に進学、在学する生徒や学生を対
象に、奨学金の貸し付けなどを行
っています。
　この制度の説明会を次のとお
り開催しますので、平成23年度
での利用を検討している方はご
参加ください。（どの会場でも参
加できます。予約は不要です。）

問い合わせ　教育総務課総務係　鈎0824-73-1182　または各支所教育室

東城地域

高野地域

総領地域

口和地域

西城地域

比和地域

庄原地域

12月  2日（木）19時～

12月  2日（木）19時～

12月  3日（金）19時～

12月  3日（金）19時～

12月  8日（水）19時～

12月10日（金）19時～

12月15日（水）19時～

東城支所２階第２会議室

高野支所２階小会議室

総領支所会議室

ヒューマンライツ第２会議室

西城公民館２階第２会議室

比和文化会館小会議室

庄原市ふれあいセンター小会議室

地　域 と　　　き と　こ　ろ

韓国ドラマの庄原ロケの概要が決まりました

　中国運輸局と庄原市、社団法人尾道観光協会は、ビジット・ジャパン地方連携事業※の一環として、備

北地域（庄原市）としまなみ海道（尾道市など）の観光魅力を韓国のテレビドラマで発信し、ロケ地めぐり

などの外国人旅行客の誘客を図ります。

※ビジット・ジャパン地方連携事業とは、訪日外国人旅行者を平成32年初めまでに2,500万人、将来的

には3，000万人とする目標に向け、日本の観光魅力を発信し、日本への魅力的な旅行商品の造成など

を支援する訪日旅行推進事業を地域（自治体・民間など）と連携し官民一体で推進する国の事業です。

●放映ドラマの概要

放映テレビ局　ＳＢＳ（韓国３大テレビ局の１つ）

放映日時　１月５日　21時55分～　（70分、全16話）

ドラマの題名　「サイン」

監督　チャン・ハンジュン

出演者　パク・シニャン、キム・アジュン、チョン・グァンリョル、

　　　　オム・ジウォンなど　ハン・ジミン（特別出演）

内容　国立科学捜査研究所で起こる事件などをエピソード化するドラマ。

日本ロケ地　庄原市、尾道市、愛媛県のしまなみ海道の観光地など（詳細未定）

ロケ日時　本年中の予定

ロケ出演者　パク・シニャン、キム・アジュン、ハン・ジミン（特別出演）ほか

※詳細は決まり次第、行政文書などでお知らせします。

問い合わせ　商工観光課観光定住係　鈎0824-73-1179

第
23
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

庄原市役所　女性児童課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

休園日／11月29日、12月6日、13日
点灯時間／17：00～21：00（予定）入園は22時まで

～ビジット・ジャパン地方連携事業で海外ドラマのロケ誘致は全国初～

パク・シニャン ハン・ジミンキム・アジュン



比和自然科学博物館 鈎0824-85-3005

開館　９時～17時（年末年始休館）

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

アカトンボ
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市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

しめ縄藁細工展
とき　12月９日（木）～11日（土）
　　　10時～17時

　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　鈎0824-73-1178
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　10月は、市内各地で秋のイベントが目白押
しでした。取材に足を運んで改めて感じたこ
とは「広い！」そして「おもしろい！」。西日本
一の面積を誇る庄原は、その広い面積がデメ
リットになることもありますが、広いからこ
その豊富な資源や魅力スポット、地域の文化
や伝統など誇れるものがいくつもあります。
似ていると思われるイベントでも、各地域の
歴史や文化の違いの中から、それぞれ趣や雰
囲気の違った催しとして楽しめました。近づ
く冬も、庄原の魅力の一つ。さとやま博の冬の
体験メニューにも期待しています。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

鈎0824-75-4411

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

11月・12月の休日診療については、次のとおりです。

11月・12月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

11月14日（日）

21日（日）

23日（火）

28日（日）

12月5日（日）

田渕医院

藤野医院

毛利医院

戸谷医院

庄原赤十字病院

鈎0824-72-3900

鈎0824-72-4646

鈎0824-72-2863

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-3111

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成22年９月末日現在

男女平等…家庭や職場、あなたのまわりでは?
男女共同参画コーナー 鈎0824-73-1243

鈎0824-73-1145
鈎0824-73-1175
鈎0824-73-1197

●税務課収納係
●下水道課管理係
●水道課庶務係

女性児童課

奥

￥

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課医療予防係

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

11月
15日（月）

ＪＡ庄原本所 10時～11時30分

12月
６日（月）

ジョイフル 11時30分～15時

11月
15日（月）

広島県庄原庁舎 13時～15時

11月14日（日）

21日（日）

23日（火）

28日（日）

12月5日（日）

日伝医院

東城病院

三上クリニック

こぶしの里病院

東城病院

鈎08477-2-2180

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-1151

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-2150

【11～12月のイベント情報】

総領
地域
年末年始の引き取りを12月22日（水）～1月4日（火）まで休みますので、
庄原・口和・高野・比和地域の日程は変更しています。

庄原
地域

西城
地域
東城
地域
口和
地域

高野
地域
比和
地域

毎月第2水曜日
11月10日、12月8日

毎月第1～第4火曜日
11月9日・16日
12月7日・14日・21日
毎月第１・第3木曜日
11月18日、12月2日・16日

毎月第１・第3木曜日
11月18日、12月2日・16日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第4木曜日
11月25日、12月20日

毎月第4木曜日
11月25日、12月20日

毎月第4木曜日
11月25日、12月20日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

ゆめさくら講座
かずら教室

「クリスマスのリース」
とき　11月19日（金）９時30分～12時
参加費　1,300円　定員　20人
癒しの空間づくりKouza

「苔を使った松竹梅の寄せ植え」
とき　12月10日（金）
　　　朝の部10時30分～12時30分
　　　昼の部13時30分～15時30分
参加費　3,800円（鉢代別途1,500円）
定員　各15人
郷土料理教室

「雪のころ…変わり餅いろいろ13色餅ほか」
とき　12月13日（月）10時～14時
参加費　1,500円　定員　30人
展示・その他
花展　庄原華道連盟
とき　11月20日（土）・21日（日）
三村青楓リース展

「里山の素材を使って」
とき　12月３日（金）～５日（日）
※期間中ミニ教室開催
手仕事・里山の干支展
とき　12月８日（水）～１月31日（月）

◎と　き　12月11日（土）　９時～12時
◎ところ　口和支所

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当
課へお願いします。

ふれあい市長室の日程
鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

　アカトンボ（赤蜻蛉）は、トンボ目トンボ科に属する昆虫です。「腹

部が赤くなる中型のトンボ」をまとめてよぶ俗称で、昆虫図鑑には

この名前では出ていません。博物館には12種展示しています。

●アキアカネ【S. frequens】

　わが国で最も普通に見られるアカトンボです。

　ナツアカネやタイリクアカネに似ていますが、本種はひとまわ

り大きくがっしりしています。秋の水田に産み落とされた卵は、そ

のまま土の中で冬を越し、春になって水が張られた水田でヤゴと

なり、羽化後の未成熟成虫が長距離移動します。

成熟するまでの暑い夏の間は、涼しい山の上で過ごします。そして

秋を迎えた頃、山を下りて水辺に戻ります。

●ナツアカネ【S. darwinianum】

　アキアカネとともに日本のアカトンボを代表する種です。

●ミヤマアカネ【S. pedemontanum】

　未成熟期は体色もオス・メス同じですが、オスは成熟すると全身

が真っ赤になります。メスはくすんだ褐色がかったオレンジ色です。

○

○

○

○

○

○

　「男女平等」が定められた日本国憲法の施行から60年以上となりま
したが、実際にいろいろな場面で「平等」であると感じている人はどれ
くらいいるでしょうか。
　男女とも、「学校教育の場」で「平等」と感じる人が約７割と多くなっ
ています。一方、「家庭」では、男性の約半数が「平等」と感じているのに
対し、女性の半数以上が「男性の方が優遇されている」と感じており、
男女で意識に大きな違いがあります。また、「政治」「社会通念・しきたり」
などすべての項目で、女性の方が「平等」と感じる人の割合が少なくな
っています。あなたの周りではどのように感じられますか？

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

12
月

《と　き》　12月９日（木）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

H21内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」より

学校
教育の場

女性

男性

職　　場

女性

男性

家　　庭

女性

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかといえば
男性の方が優遇
されている

どちらかといえば
女性の方が優遇
されている

女性の方が
非常に優遇
されている

平等
わからない

男性

各分野の男女の地位の平等感（H21）

10.2

5.0 32.5 51.3 2.0 7.5

44.2 36.0 1.9 6.0 1.7

1.7

18.3 46.9 20.4 11.0 2.7 0.7

12.5 46.1 29.0 4.8 6.5 1.1

2.3 14.4 66.1 13.2 3.5 0.6

1.6 9.3 70.3 13.1 4.4 1.3

●住民基本台帳登載人口
　人口　40,757人（前年比－520人）
　男　　19,355人（前年比－230人）
　女　　21,402人（前年比－290人）
　世帯数　16,085世帯（前年比＋1世帯）

【各地域の内訳】
　庄原地域　19,437人（7,789世帯）
　西城地域　　4,256人（1,575世帯）
　東城地域　　9,214人（3,812世帯）
　口和地域　　2,341人（855世帯）
　高野地域　　2,152人（705世帯）
　比和地域　　1,719人（665世帯）
　総領地域　　1,638人（684世帯）
●外国人登録人口
　人口　331人（前年比＋9人）

【分類：昆虫綱トンボ目トンボ亜目トンボ科】

『民俗と方言』
　アカトンボには各地に方言が多くあります。赤いトウガラシに
なぞらえてナンバントンボ、コショウトンボとよぶ地方もあります。
トウガラシを昔ナ
ンバンコショウ(南
蛮胡椒)とよんだ名
残からだと思われ
ます。また秋の彼岸
に目立つからか、ヒ
ガントンボ、ショウ
リョウトンボ(精霊
蜻蛉)と呼ばれる地
域もあります。

わら


